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おめでた（出生）
かゆメをノ

花梨ちゃん　　布施順治・勝美さん

　　　　　　　　黒倉（九左エ稗）

おくやみ（死亡）

蕎橋ミオルさん　89歳　大鷲芦〈大　杉）

蕩橋キヨエさん67歳黒愈（後）
樋口　　清さん　79歳　東　山（東　崖〉

小ロシズ子さん　76歳　松之由（中　道）

＊8月獺から8月31目までの騒鐵分です。

＊広報に載せてほしくない方は、届出の時
に窓環にお議ください。

　　　　　　　8月3田現葎
総人鑓　3，1U人（一5）

　男　　王，506ノ、　（十1）

　女　藁，605人（一6〉

徴帯数　三，王06戸（一2）

　　　（　〉内は箭月との姥較

　町民憲章　昭和，、奪，朧

　わたしたちは松之宙町民です。郷土を愛し、
　みんなでよりよい町づくりをしよう．

簿践の合霞葉

　　至、美しい緑と雲の中で

　　　　　　　心豊かな入になろう
　　王、ブナの梢が触れ含うように

　　　　　　　連体の心をもとう
　　王、湧きいづる湯泉のように

　　　　　　　創造の力を窩めよう

温象是傭日

温馳ン9－1 翠の湯

9削32・26113・30
fO自い0・24135・3f

修＠轡書》勝ゆ館
　　　　　　　　　　　　　松之山保奮勝　うさぎ網

鷲難鷺鵡論轡騨灘…
騨雛鳴蝋攣建

麟灘、．灘，饗撫i熱叢鍵鐵

ゆきσ）ちゃれ（じあやちゃ瓶ごわた！しガ

躇れごし、る亡2ろ

　凝懸舞
たなべさやかさん
　（松之雛・後）

－
’
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せきほのかさん
（松之山・駐葎勝）

撫蹴難鷲．
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　　　　　　　窃芝窃こるこ2ろ

　　　　　　　む

冶麟
　　　　灘　・墾
　　灘　繍鰍　　1、
　　　　　　　難　　　　　　　叢〆
　　　　　　　讐、
鰍醐噸硲，一窮鰍一翼欄鰯瀞

1まσ）ガ’ぢゃれ亡1わたしガ

　　　ヂザート翰つαたご2ろ
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あ
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ご
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た
。
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の
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（
湯
鳥
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会
バ
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売
上
金
）

　
　
金
　
四
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円

やまぎしななみさん

　（大競戸・中栂〉

松
之
山
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藤
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㎜
様

　
金
五
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町
祝
会
橿
祉
協
議
会
に
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
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1みAなrご考茨よ～　ゆ
轟ざる

診鯵ゐ

　
4
月
に
入
》
町
長
と
の
地
域
懇
談
会
及

び
、
町
罠
講
座
で
の
講
演
会
を
開
催
し
合

傍
に
対
す
る
意
晃
交
換
を
実
施
し
て
来
ま

し
た
。
町
広
報
誌
で
も
4
月
号
か
ら
合
併

問
題
に
つ
い
て
そ
の
進
捗
状
況
を
掲
載
し

お
織
ら
せ
し
て
来
ま
し
た
。
今
月
号
は
取

り
総
み
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

議
会
は
9
月
議
会
定
例
会
で
、
合
併
は
将

来
に
わ
た
る
地
域
の
あ
り
方
や
住
民
生
活

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
叢
重
要
事
項
で

あ
る
事
か
ら
、
市
町
耕
合
併
調
蓋
特
別
委

員
会
を
設
置
し
（
委
員
7
人
）
調
査
検
討
を

進
め
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（十臼町布広域6市町材）

　
町
は
十
段
町
広
域
圏
6
市
町
村
合
傍
問

題
研
究
懇
談
会
に
入
り
、
首
長
・
議
会
議
長

会
議
、
助
役
・
総
務
諜
長
砺
究
班
会
議
及
び

担
当
誤
長
会
議
を
醐
催
し
、
総
合
的
な
検

討
を
行
い
な
が
ら
財
政
面
に
つ
い
て
検
討

を
始
め
て
い
ま
す
．
又
、
任
意
協
議
会
設
立

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
お
り
、
設
立
後

に
住
蔑
サ
ー
ビ
ス
や
負
挺
の
あ
り
方
に
つ

い
て
協
議
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
庁
内
で
は
合
併
対
策
検
討
委
員
会
を
設

置
し
現
状
を
掘
握
し
た
中
で
、
合
併
し
な

い
場
合
に
将
来
ど
の
よ
う
な
行
政
運
営
と

な
る
か
又
、
町
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
や
各
負

担
が
ど
の
よ
う
に
な
る
か
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
含
併
し
な
い
、
す
る
に
し

て
も
一
番
重
要
な
事
は
松
之
山
町
の
将
来

構
想
で
す
。
こ
れ
を
し
っ
か
り
と
確
立
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
当
委
員
会
で
は
1
0
年
先
を
見
据
え

た
財
政
状
況
か
ら
縣
来
構
想
の
素
案
作
り

に
と
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。
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　　一　　朔榊　｝一

　㎜一脚

　　　　　　　　　　みなさんの意見が豊かな未来をつくります一

1畷のみなさんへの説蹴襯交灘の開催を緬してお臆凱

儲騨騰識譲鍵欝塗難饗　罐藻
のか猷鯛題、㌫配乳ついて鞭臆勉述べてし、た驚、よ　醗・麹

i　りよい結論を呂したいと考えています。

i懇談劒開催8程1こついては後8お知らせいたし菰　　　・灘灘
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簸
欝
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撃

　
　
　
桑
内
で
は
、
平
成
縁
年
沁
月
等
臼
環
在
次
の
表
の
と
お

　
　
9
2
2
組
織
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
．
松
之
山
町
は
『
中
魚

　
　
沼
働
6
布
時
村
の
研
究
会
等
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　　　醗欄
く二＞法定協灘繋

○儀纐灘
ご第簸貌会等
　　、葦霊点地域指定

o単独綱耐＞磨く囲
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響
蘇
し
考
妻
需
籍
輝
含
併
す
る
か
蒙
．

　　　．．一～．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　津翔欝、鹿瀬町、

！諜習擁・、新潟鞭醤総國　蝋鵬
催鶴幾1欝二欝驚國圃
・
．

月潟材、中之瓜材、、妾　　　味方栂、潟東村、

’漸漸・’願戸町・ノ　較鮒・月禰　線刻
　　㌦、簿轡レ！國　　　　　　　三粂布、燕布、

　　　　　、諮一砺㌦．　　　　　　　　　　　　下繊耕、栄露、
　　　　！　　ζ柏鋳》　㌦．　　　【西蒲南翻肇　　　　田上町

　　　・柏鋳布、寓柳驚、・　吉霞町、弥彦村、
　　　1刈羽村、西慮町、1　分水町、寺泊鰐、　　！・…～、．

　　　、耀町（籾一、砿　 岩鮒　！隈剛㌦．
　　　　・、　　　　　！　　　　　　　　　　，愛長岡毒、見鮒電、　象

　　　　　～鵠ご　　【義醐1鵬市・中之島町・1
　　　　！評【頚詑全㌦．　　　与板町、　　㌧越蹄町・山蔭憲村’・．ゆ

　　　！柿鋳隊大潟隊、　　琴磯鳳　　曝撃警庶桑鞍

　　　　、酬聖・頸鮒・．3　出雲關　／・～．、
　　　　＼載熱！　　　！【小糊・難，灘…雛纈辮
　　　　　　　　　　　　　　　　陳頸繍　覧小畢谷徽・・ゑ繍灘鰹萎難難萎

　　　　　　　｛期　　安鵬　’期膨磯灘嚢灘鱗
　　　　　上越欝講婁村・　　浦斑原村・　　　、礁糠撫鍛　馨欝灘灘鰻騨
　　　　　三和材・牧耕・　　大島村・牧村　　・灘灘鍵灘撫
　　　　　名蜘・板餉・　　　譲．・懸難鱗蒙…、』『譲≦、轟

浦麟灘鱗灘／／・！鰹
　　　　　　　【糸魚川】．　　　．妙高材　　　　　　　　期　　蕊

町
町

　
　
　
　
　
　
　
　
、
灘

V8Sカラー24金
串し込みは役場行政係6一頷鎖へ

　　　　　　　　雛盤鞭　藁　－警Φ

　新潟繋驚ぱ叢鯨粒合傍織ついて住罠への情報提僕を行い、合

携について理解、関心を高めてもらうため事驚村合併事倒紹介

ビデオを維製し表した。

このビ雛オを希望者に貸し患しますので、希望者ぱ役場総務課

行政係に串し込ん懸ください。

　　難　　　　蚕規繋さぬき策、窟城緊紬台箏、長騰緊対矯6聴など

　　　　6つの鑑進事翻を紹介したもの。
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　　　　　～鵠ご　　【義醐1鵬市・中之島町・1
　　　　！評【頚詑全㌦．　　　与板町、　　㌧越蹄町・山蔭憲村’・．ゆ

　　　！柿鋳隊大潟隊、　　琴磯鳳　　曝撃警庶桑鞍

　　　　、酬聖・頸鮒・．3　出雲關　／・～．、
　　　　＼載熱！　　　！【小糊・難，灘…雛纈辮
　　　　　　　　　　　　　　　　陳頸繍　覧小畢谷徽・・ゑ繍灘鰹萎難難萎

　　　　　　　｛期　　安鵬　’期膨磯灘嚢灘鱗
　　　　　上越欝講婁村・　　浦斑原村・　　　、礁糠撫鍛　馨欝灘灘鰻騨
　　　　　三和材・牧耕・　　大島村・牧村　　・灘灘鍵灘撫
　　　　　名蜘・板餉・　　　譲．・懸難鱗蒙…、』『譲≦、轟

浦麟灘鱗灘／／・！鰹
　　　　　　　【糸魚川】．　　　．妙高材　　　　　　　　期　　蕊

町
町

　
　
　
　
　
　
　
　
、
灘

V8Sカラー24金
串し込みは役場行政係6一頷鎖へ

　　　　　　　　雛盤鞭　藁　－警Φ

　新潟繋驚ぱ叢鯨粒合傍織ついて住罠への情報提僕を行い、合

携について理解、関心を高めてもらうため事驚村合併事倒紹介

ビデオを維製し表した。

このビ雛オを希望者に貸し患しますので、希望者ぱ役場総務課

行政係に串し込ん懸ください。

　　難　　　　蚕規繋さぬき策、窟城緊紬台箏、長騰緊対矯6聴など

　　　　6つの鑑進事翻を紹介したもの。

3



④定翼適正化計画の鐸次別進捗状況（輿績〉の内駅

○一般行政部門　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（畢鑑睾4鎌4月茎賢理姦）

暖　分
等撫壁
醐麟蕪

等2隼

撫躍
13無

2無鎧
14無

3年馨
嘩5葎

4隼霞
考6黛

5奪観

等2《ザ

14黛舞
手法（事劒の概要 職顯縣羅・懸耀黙懸・マ

（肇O）郎門馳職員数の状溌と主な糟減i理虫　　　（轍1聯姻協髄）

織
　
　
会

滅　舞 1 翌 2
増　黄 1 1
差　弓i △τ △肇

職興数 2 2 奪 著

総
　
　
務

絨員 2 1 1 4 （誠轟理鋤
運報叢務の教蕎部門
への移管（め
（糟畏理由）

施設建鍛簿による叢
務増（璽〉

増　鍛 5 1 ＄ 職　費　数 朗繭無
糟減数

生　な　壌　滅　理　寓

藻　引 3 △董 2
箪成事3葎 塁泌4隼

職貧数 21 24 23 23

｝
般
荷
激
部
鴎

譲　　会 1 ｝

総　　務 23 23

税
　
　
務

減　轟 唾 毫 2
税　　務 2 2塘　翼
醗　　盗 塗4 考3 △遷 保轡斬欠舞不補充

蓬　引 △季 ム2

衛　　生 4 4
4 3 2 2

労　　働 0 0
罠
　
　
生

減　翼 1 … 璽0

（減員理由）

保青筋欠黄不補充
（1）

農赫水産 ” 難
瑠　黄 潅 肇

繭　　工 7 5 ム2 践闘婁銑の鉱大
差　引 △8 ム筆 △9

血　　木 5 5
職飛数 22 22 輩4

小　　欝 ε7 64 ム3

衛
　
　
生

滋　黄 季 讐

磁騰
　溺
　行
樽敬

教　　簿 肩 等3 2 騎営バス運背による業務増
増　貴

小　　欝 質 13 2
差　弓1 △｝ ム書

会公
齢営
　企
部業
門等

病　　院 葦o 擦 △4 徴簡鷺護妹出・鴎営バス化による滅

職縫数 5 4 4 4

労
　
　
働

漣　黄
水　　遵

下水溝 2
3

2
2

△遷 建殿灘叢灘の蕊

増　貴
その他 屡O 9 △1 翻保醐遼議務の鎌務による減

差　弔
小　　欝 25 19 △6

蹴黄数 o o o 0 合　　　舞 等03 96 ムア

嬢
鉢
水
産

誠　貴 2 2 （法｝織黄撤は一般職に羅する職翼鍛であ琴、地方公務黄の身分を撮壱する鈴1職奢・澱遺職鍛簿を禽み、

　醸時又は霧欝勤務織奥を録いてあ9ます。

（”〉是翼適疋化欝薦の数値目檬及び進捗状況

①定異適疋化目標（数）
　　建興モヂル、顛蟹懸俸職綴数の賦1郷こよる分癖結餓を踏畿え、今後観込まれる難翻
　ブラン及び介i纏保験の壌務・纈1業1における糟巌に対し、機構敗革及び退職嚢不補充等

　によむ総数での繊澱数の揮翻を図る。
　　こオ層こ濫り、解成12年から撃成15銀までの5奪隅で、…般費敏部贈3名・総職綴数

　で興獄7、3鮒の灘識を魏る．

②建翼適正化手法の概要
　く玉）機構・綴織敏革・・角朽敗繍饗に対患した総繊・機構敵苺壷輿施し、簡讃で効率的

　　　　　　　　　な執行体網とする。
　ぐ9）サンセソト寿武…購鰻の定められた事簾については，拳業が綬アした購点で禽

　　　　　　　　　動的な定澱のスクラ望ブを療財とする。

増　貴 等 肇

蓬　引 △董 △…

職黄数 …2 質 ” 難

蕎
　
　
工

減　員 2 2
（滅貫理磁）

畏闘婁魏の鉱大（2）

増　員

蓬　弓1 △2 △2

織興数 7 ア 7 5

土
　
　
木

籔　畏 1 1 2
増　員

蓬　引 △1 △蓄 △2

職黄数 7 6 5 5

○特溺行政部鷺 （宰磁辱4韓14病モ侵現蓬｝

曝騰褻、⑫鍮辱懸

鷹嚢鷺零、
（肇O）郎門馳職員数の状溌と主な糟減i理虫 （箏繊14葎4月遷臼硯夜）

）鷲燗”鳳麺“ 　　　　　　　は穣極的に婁踊する。
　（船公務能率化の陶ま二…職蟄の能力覇登と平鴛してOA化逢椎進し・公務能率の両上

　　　　　　　紘鍔める。

③定員適正化欝蘭の隼次則進捗状況（輿績〉の概要　く職礁4知職蓬）

鍵　分
”無計
画前奪

｝2無

1驚鐙
馨3隼

2葎目
奪4無

3年露
等5年

4寧製
筆6無

5無島
筆2～
等4無計

蕃法（寮鱒の概妻

教
　
　
簿

減　員 筆 3 （増夷理磁）

跡営パス業務増（1）

爾務簸の職縄対慮化
（1〉

増　舞 1 2 3
庭　分

”鐸翫
瀬繭無

穏鋒

偉鍛
33奪

2無麹
篭4隼

3驚目
筆5隼

4鎗観
璽6無

5葬鐘
12～
禍隼羅

〈参毒）

数健餐標
差　引 2 2
職員数 η ” 1雀 蓄3

一
般
行
政

減　黄 9
！2 4 25

O公営企桑馨会欝都朽　　　　　　　　　　　　　　　　　　樺戚購闘月扇現御 増　負 8 屡 9

鷹　分
嘩鷹欝
趨繭無

璽2無

燦蟹
！3無

2無目
肇4奪

3無雛
τ5焦

4黛目
16無

5無段
笠2～

楓鋸欝
事法（婁由）の畿要

蓬　引 △1 △蓬2 △3 △16 △3

職黄数 呂o 79 67 64 77

購
　
　
競

澱　奥 陰 4 5 （減員理磁〉

夜闘灘護林止（2〉

運砥業覇の教青部門
への移管く2）

｛注）激露賜懸億捻年から総葎の5隼欄です。

（参考）増　員 ｝ 電

差　引 △篭 辱 △1 △4
籔　分

”無計
嚢晦奪

等2無
塗無目

13葎

2無露
14奪

3無§
総簿

4無穏
｝6黛

5無輿
茎2～
董4無暴

（参鞠

数餓鶏撮
職員数 10 9 10 6

水
　
　
道

滅奥 電 等
特
剖
行
数

減　黄 等 璽

増　鎚 ｝ 2 3
増貴
差　引 △璽 △肇 差　引 2 2 △1

職最数 3 2 2 2
繊幾数 η 特 騎 毒3 1（〉

公
営
企
禦
簿
会
欝

餓貴 3
釜3 驚6

下
水
道

滅員 璽 1 2
（鰻興理鋤
建毅窮業簸の滅（璽）

堺　銭
増　簸 董 8 7 16

差　顔 △2 8 △6 △4

差　引 △1 ム1 ム2

職籔数 等9 嘩7 25 19 15
職員数 4 3 3 2

そ
誠爽 8 8 （減貴理曲

圃保闘連欝務の蕪務
による滅（簾〉

（増減澱理磁）

介護保険の圃一曝分
内の籔分欝（忠7）

禽
欝

減　属 璽3 12 17 42

増　綴 肇0 8
選o 28

増　賃 璽 7 7 15

の
藻　引 ！ ？ △4 7

差　引 △3 △4 ム7 △璽4 △8

職黄数 職o 箪07 態03 鮪 隆02穂
駿員数 2 3

簾o 9

O公営企桑馨会欝都朽 《軍戚！4鐸4月1籍現徹）

（法｝織黄撤は一般職に羅する職翼鍛であ琴、地方公務黄の身分を撮壱する鈴1職奢・澱遺職鍛簿を禽み、

　醸時又は霧欝勤務織奥を録いてあ9ます。

（”〉是翼適疋化欝薦の数値目檬及び進捗状況

①定異適疋化目標（数）
　　建興モヂル、顛蟹懸俸職綴数の賦1郷こよる分癖結餓を踏畿え、今後観込まれる難翻
　ブラン及び介i纏保験の1事務・1事藁における糟巌に対し、機構敗革及び退職嚢不補充等

　によむ総数での繊澱数の揮翻を図る。
　　こオ層こ濫り、解成12年から撃成15銀までの5奪隅で、一・般費敏部贈3名・総職綴数

　で欝名｛7、3％）の灘識を魏る．

②建翼適正化手法の概要
　く玉）機構・綴織敏革・・角朽敗繍饗に対患した総繊・機構敵苺壷輿施し、簡讃で効率的

　　　　　　　　　　　な執行体網とする。
　ぐ9）サンセソト寿武…購鰻の定められた事簾については，拳業が綬アした購点で禽
　　　　　　　　　　　動的な定澱のスクラ・ンブを療財とする。

　（3魁醐婆説等…窃動撫運転燧務や施設管理漿務簿媛概化で遵るものについて
　　　　　　　　　　　は穣極的に婁髄する傷
　（船公務能率化の陶ま二…職蟄の能力覇登と平鴛してOA化逢椎進し・公務能率の両上

　　　　　　　　　　　紘鍔める。

③定員適正化欝蘭の隼次則進捗状況（輿績〉の概要　く職礁4知職蓬）

｛注）激露賜懸億捻年から総葎の5隼欄です。

（参考）

籔

をお知らせします
松之由町職員の給与・窟員管理等の実態を町罠の皆さんに知って

いただくため、その内容についてお知らせします。

※再儀馬舗度適馬潔はありません。

（1〉人件費の状況（普通会計決算）

優　分
住民基本台帳人縫
　　（鐸度宋〉

歳畠額
（A〉

輿質収支
人件費
（3）

入件費率
（臼ノA〉

耕2駕度の
憲人件費攣

協無度
搬4β．3曝

　　　3，稔4人

　　　千縛

3β？2，342

　　苧約

86，003

　　峯需

ア88，554

　　　％

234

　　　然

24．4

（注）人件嚢には、特則鞍に麦紛される縮料，報醜等を禽み叢す，

（2〉識員給与費の状滉（普通会翫予算）
※再仕欄制展魍用霧はめりま「ビん。

（8）織舞手嚢の状況 区　分
職轟数
〈A〉

総　　　　募　　　　費 一人蟻たり
　縮与饗
　（8〆Al総　　料 職最手当 期末勤懸手当 計⑧

感　分 松　之　蜘　賄 愚

期末孚当
勤勉手当

（13鎌度支給割禽〉 （総無度支給競合）
14年度 　人

76

　　子鋒

340，774

　モ鍔
5璽，η8

　子融
｝42，648

　　千跨

5｝9，46G

　単錦

6，835
　　　　期素手謹　期末手鎖
　6月期　橘5月分　α60角分
　捻月期　篇5月分　α55月分
　3月期　α55月分　　一月分
　欝　　355月分　　璽．鳩月分
購覇上の段陰、購務の緩等による癩算雛蟹蒼

　　　　期末蕃嶺　期来箏当
　6月期　嫉5月分　α6醗分
12月期　播5月分　055月分

　3月期　α55月分　　一月分
　欝　　3β5月分　1，鴇月分
職舗よの段階、餓務の級等による繍算矯鍍賓

（注〉1、職鼠手当には退識金を奮みません。
　　2、総与費は6月補正後の予算に欝上された金額です。

（3）磯黄の華均紹斜月額、平均総与月額及び畢均葎齢の妖況　　縛磁4葎4丹膿褒萄

遜職拳当

（支維率）　自己都合　　勧奨・定奪

勤続20年　2、、oo月分　28、875月分
勤続25鋒三　　33．ア5月分　　　44．55月分

勤続35犀　　4ア5月砂　　62．7月分

簸高限度額　6σO月分　62，胴分
その鐘母簸算蟄餐　定奪鶴畢期退職特携鑑澱

　　　　　　　　　｛2％’｝2G％）
遜黛醐騰絵　　　季～2畢級
i嶽興繍　12，328千駕　25，83欝鍔

（支縮率）　負己都合　勧奨・定驚

勤続20隼　2肇．OQ角分28875月分
勤続25駕　33．75月分　4455月分
勤続35年　　47。5月分　　62．7月分

最蕩銀度額　60，0鍔分　　62ン月分
その乾鐙蟄算撞蟹　　建：黛鎖峯導と期遙麟特摂1携盤

　　　　　　　　　（2％～20％｝

騨購糊綜　　　1号級

区　分
一　般　行　政　職 妓　能　労　務　賑

平均纏料碍額 単均鎗導湾簸 平均難齢 平均給料月額 平均総与月額 畢均無齢

松之出爵 353，602円 413，750携 43、9歳 309。箸23円 332，148湾 49、6磯

箇 323，470門 402鍛 290，SO8円 48、7歳

新潟票 365，953円 4之7歳 339、900携 45．4磯

G諭選職華当の1人当たり寧均安繋額は、麟隼度に選駿した金織穫に像る職霞に支絵された箏均額です。 （注〉飼の数億は平成給年4月等8親樫のものです、

（4〉職員の初懸給の状況　　　　　　　　　　　（轍等轟粥職鞍）

　翻整手当
く乎磁4無薄禰麗）

麦　給　対　象　地　域 特　甥　盛 匿顛の特例

支　　　　給　　　　睾 肇2％ 驚2％

支給対象職貴数 一一人 璽人

区　　　分
総　之　ぬ　慰 團

圏の麟度（交総率） 茎2％ 芝o％

決定初傷給
採癩2奪経過臼
鎗　　料　額

決定捌王総
採駕2葎経過9
給　　料　　額支総対象職黄1人当たり

平均支絡額（嘩3鐸度決算〉
1、o賞，ooo門

一般賓激職

｝74、40G円 篭88，900霞 η4，40G鰐 培8、90G円

特殊勤務蕃当
　“3年度）

区　　　　　　分 全　　職　　穫

織貫全体に志める手嚢支絵磯員の劉禽 6．9駕 蕩校卒 雪4釜，900湾 樹，800鑓 傾，goo円 15釜βoo鍔

技能労務職 薦校挙 紹黛，OGO門 篁48、700酉 姶9，00G鍔 148，7QO円手　当　の穫　類　（手　炎　数〉 5

代表的な手嶽の名称

貰給額の多い手当 診療手当

（5〉職員の経験隼数劉・学歴題平均給斜月額の駅況　　仰憩轟4即g畷り多くの職職に支紹
されている手当

特殊憲繭違軽手当

健　　　分
経　　　　験　　　　駕　　　　数

碍闘外手蜜

鴇隼度
支　　継　　総　　額 塗3、999千需

職黄1入鎖た妙憲継年額 137モ円 筆0隼以よ隻5年未溝 思簿以上20葎家満 20矩以上25鐸来溝

手2年度
支　　総　　総　　額 18，706千角

円 366，42S円磯員璽人当た夢支給簿額 176千円

一般行敵織
大掌挙 円

樺卿4犀4秘臼環在〉 蕎校率 223，350需 2ア9，650鍔 343，867円

壌分 松　　之　　由　　驚 閣
技能勇務織 務校箪 円 円 289，750跨

挟
養
手
当

・醗綴者

・その弛2人まで
　ただし配偶者のいない駿奥の場含には、
　扶蓑親族のうち1人はη，OQO円
　また、醗儀嵩が扶簑親旗でない場金には、
　扶養親族のうち1人は6，SOO円
　3人鰻以鋒
・満裕議の隼度初めから満22歳の年度宋まで
　の乎は5。000円竣箕

飼　　左

（淺）1．経験隼数と1よ摩業後産ちに採鶏され駁き続き勤務している場合に1嵐採鶏後の卑数といい濠す奪

　　2、箆欄は、該嚢磁舞がいないためです。

（6）一般行敏織の級劉織員数の賦況　　　　　　　　樺簡碑姻頃糀）

譲　分 舌綴 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 欝

擦準的な
購務内容

主聯徳 主事 態簿
懸畏
主授

綱参麟
課畏
鯵霧

課長
参寮

課長

住
繕
手
当

・儲家　得額篭2ρ0σ陀を超える家賃を支払っ
　ている織貴に家賃額に応じ蔵簿i27，00Cr約

　まで賓総
・持家　象，000鍔　ただし新築・購入した壌含

　s驚闘は、2，500門

周　　左 織員数 2人 2人 沁人 1入 難人 絡人 給人 1人 59人

構成此 3．4％ 3．4駕 ｝6．9％ 1、7箔 ⑱6％ 27。璽％ 2ア．釜％ 事．7％ τoo％

通
勘
学
蟻

・交通搬麟彌制片灘㎞以上）
　負撞している還賃の蜘こ慈じて
　鰻離9，000需まで支綿
・交通承臭鐡角毒（片逡2㎞、以上〉

　使鶏する距離に繕じて3，播O跨から
　鰹灘5，120鰍筆2㎞以上〉まで支総

・交通機髄利絹者は周じ
・交遜爾真使懲嵩
　鐙離に諾じて2，000需から
　簸薦20，900稽（40㎞、以上〉

　まで支給

参
考

筆無蔚の

携成比
総％ 3．2％ ”．5％ a6％ 26．2％ 等6講％ 2ア．9％ 絡％ 篭OQ％

5鐸前の

構成紘
働5％ 4．O％ 4．0％ で8，9鑑 2ao％ 2α3％ 2α3％ 一％ 筆OQ％

（8）織舞手嚢の状況

G諭選職華当の1人当たり寧均安繋額は、麟隼度に選駿した金織穫に像る職霞に支絵された箏均額です。

（9）特別職の綴酬等の状況

（寧硫繍犀4月玉臼環在〉

（寧成14奪4月1欝現荘｝

（注〉1、職鼠手当には退識金を奮みません。
　　2、総与費は6月補正後の予算に欝上された金額です。

（3）磯黄の華均紹斜月額、平均総与月額及び畢均葎齢の妖況

（注〉飼の数億は平成給年4月等8親樫のものです、

（4〉職員の初懸給の状況

（5〉職員の経験隼数劉・学歴題平均給斜月額の駅況

（箪成叫葎4丹1縫褒盗）

（箏繊等4奪4月｝駐現底）

（寧成鱗無4月匙9幾夜）

（淺）1．経験隼数とは，摩業後産ちに採鶏され駁き続き勤務している場合に1嵐採鶏後の卑数といい濠す。

　　2、箆欄は、該嚢磁舞がいないためです。

（6）一般行敏織の級劉織員数の賦況　　　　　　　　樺簡碑姻頃…賑）

籔 分 維　　料　　薄　　額　　等

鰹　飛 641、アoo円

給　　料 勧　般 531，050鍔

504，400跨
褒　　　　分 含財 一般行政職 技能労務織

敏育長

議長 242，000Fi 職　　　鼓　　　数（A〉 76人 61人 爲人

報　　鱗 灘議長

議員

肇80，000需

総O．OGO円
薯3奪度

普遍昇給期閣（等2～24鋤を 8人 6人 2人

（策3無度支給劉合）
短縮して興給した磯黄数（B》

町　長
勘　役

6得期　　　　　　　1．45月分
毒2肩期　　　　　　　璽，60月分 比　　　　率　（B〉／（A） Io、5％ 9β％ 13．3％

数育長 3拷期　　　　　　　　o．55月分

齢　　　　　　　　舗o月分 職　　　簸　　　数（虜 ア9人 64入 15人

期寒単当

議長
創議長

（13年度支給割禽〉
　　6月期　　　　　　　　　　　　　　等講5月分

　12月期　　　　　　　　1．60得分

等2年度
普通昇総期簡（葦2～24月〉を

短縮して昇総した職貴数（8）
9人 9人 9人

議　員 3丹其繧　　　　　　　　　　　　　　α55月分

齢　　　　　　　　3、60趨分
地　　　　皐　（B）／（A〉 ”，4％ 14．1％ 一％

（注）毒、松之鋤窮の給・与条鯛に基づく紹料衷の級匿分による織黄数です。

　　2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代義的な磯です。

（7）昇給期間短縮の状溌

4

ー
①
寸
①



④定翼適正化計画の鐸次別進捗状況（輿績〉の内駅

○一般行政部門　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（畢鑑睾4鎌4月茎賢理姦）

暖　分
等撫壁
醐麟蕪

等2隼

撫躍
13無

2無鎧
14無

3年馨
嘩5葎

4隼霞
考6黛

5奪観

等2《ザ

14黛舞
手法（事劒の概要 職顯縣羅・懸耀黙懸・マ

（肇O）郎門馳職員数の状溌と主な糟減i理虫　　　（轍1聯姻協髄）

織
　
　
会

滅　舞 1 翌 2
増　黄 1 1
差　弓i △τ △肇

職興数 2 2 奪 著

総
　
　
務

絨員 2 1 1 4 （誠轟理鋤
運報叢務の教蕎部門
への移管（め
（糟畏理由）

施設建鍛簿による叢
務増（璽〉

増　鍛 5 1 ＄ 職　費　数 朗繭無
糟減数

生　な　壌　滅　理　寓

藻　引 3 △董 2
箪成事3葎 塁泌4隼

職貧数 21 24 23 23

｝
般
荷
激
部
鴎

譲　　会 1 ｝

総　　務 23 23

税
　
　
務

減　轟 唾 毫 2
税　　務 2 2塘　翼
醗　　盗 塗4 考3 △遷 保轡斬欠舞不補充

蓬　引 △季 ム2

衛　　生 4 4
4 3 2 2

労　　働 0 0
罠
　
　
生

減　翼 1 … 璽0

（減員理由）

保青筋欠黄不補充
（1）

農赫水産 ” 難
瑠　黄 潅 肇

繭　　工 7 5 ム2 践闘婁銑の鉱大
差　引 △8 ム筆 △9

血　　木 5 5
職飛数 22 22 輩4

小　　欝 ε7 64 ム3

衛
　
　
生

滋　黄 季 讐

磁騰
　溺
　行
樽敬

教　　簿 肩 等3 2 騎営バス運背による業務増
増　貴

小　　欝 質 13 2
差　弓1 △｝ ム書

会公
齢営
　企
部業
門等

病　　院 葦o 擦 △4 徴簡鷺護妹出・鴎営バス化による滅

職縫数 5 4 4 4

労
　
　
働

漣　黄
水　　遵

下水溝 2
3

2
2

△遷 建殿灘叢灘の蕊

増　貴
その他 屡O 9 △1 翻保醐遼議務の鎌務による減

差　弔
小　　欝 25 19 △6

蹴黄数 o o o 0 合　　　舞 等03 96 ムア

嬢
鉢
水
産

誠　貴 2 2 （法｝織黄撤は一般職に羅する職翼鍛であ琴、地方公務黄の身分を撮壱する鈴1職奢・澱遺職鍛簿を禽み、

　醸時又は霧欝勤務織奥を録いてあ9ます。

（”〉是翼適疋化欝薦の数値目檬及び進捗状況

①定異適疋化目標（数）
　　建興モヂル、顛蟹懸俸職綴数の賦1郷こよる分癖結餓を踏畿え、今後観込まれる難翻
　ブラン及び介i纏保験の壌務・纈1業1における糟巌に対し、機構敗革及び退職嚢不補充等

　によむ総数での繊澱数の揮翻を図る。
　　こオ層こ濫り、解成12年から撃成15銀までの5奪隅で、…般費敏部贈3名・総職綴数

　で興獄7、3鮒の灘識を魏る．

②建翼適正化手法の概要
　く玉）機構・綴織敏革・・角朽敗繍饗に対患した総繊・機構敵苺壷輿施し、簡讃で効率的

　　　　　　　　　な執行体網とする。
　ぐ9）サンセソト寿武…購鰻の定められた事簾については，拳業が綬アした購点で禽

　　　　　　　　　動的な定澱のスクラ望ブを療財とする。

増　貴 等 肇

蓬　引 △董 △…

職黄数 …2 質 ” 難

蕎
　
　
工

減　員 2 2
（滅貫理磁）

畏闘婁魏の鉱大（2）

増　員

蓬　弓1 △2 △2

織興数 7 ア 7 5

土
　
　
木

籔　畏 1 1 2
増　員

蓬　引 △1 △蓄 △2

職黄数 7 6 5 5

○特溺行政部鷺 （宰磁辱4韓14病モ侵現蓬｝

曝騰褻、⑫鍮辱懸

鷹嚢鷺零、
（肇O）郎門馳職員数の状溌と主な糟減i理虫 （箏繊14葎4月遷臼硯夜）

）鷲燗”鳳麺“ 　　　　　　　は穣極的に婁踊する。
　（船公務能率化の陶ま二…職蟄の能力覇登と平鴛してOA化逢椎進し・公務能率の両上

　　　　　　　紘鍔める。

③定員適正化欝蘭の隼次則進捗状況（輿績〉の概要　く職礁4知職蓬）

鍵　分
”無計
画前奪

｝2無

1驚鐙
馨3隼

2葎目
奪4無

3年露
等5年

4寧製
筆6無

5無島
筆2～
等4無計

蕃法（寮鱒の概妻

教
　
　
簿

減　員 筆 3 （増夷理磁）

跡営パス業務増（1）

爾務簸の職縄対慮化
（1〉

増　舞 1 2 3
庭　分

”鐸翫
瀬繭無

穏鋒

偉鍛
33奪

2無麹
篭4隼

3驚目
筆5隼

4鎗観
璽6無

5葬鐘
12～
禍隼羅

〈参毒）

数健餐標
差　引 2 2
職員数 η ” 1雀 蓄3

一
般
行
政

減　黄 9
！2 4 25

O公営企桑馨会欝都朽　　　　　　　　　　　　　　　　　　樺戚購闘月扇現御 増　負 8 屡 9

鷹　分
嘩鷹欝
趨繭無

璽2無

燦蟹
！3無

2無目
肇4奪

3無雛
τ5焦

4黛目
16無

5無段
笠2～

楓鋸欝
事法（婁由）の畿要

蓬　引 △1 △蓬2 △3 △16 △3

職黄数 呂o 79 67 64 77

購
　
　
競

澱　奥 陰 4 5 （減員理磁〉

夜闘灘護林止（2〉

運砥業覇の教青部門
への移管く2）

｛注）激露賜懸億捻年から総葎の5隼欄です。

（参考）増　員 ｝ 電

差　引 △篭 辱 △1 △4
籔　分

”無計
嚢晦奪

等2無
塗無目

13葎

2無露
14奪

3無§
総簿

4無穏
｝6黛

5無輿
茎2～
董4無暴

（参鞠

数餓鶏撮
職員数 10 9 10 6

水
　
　
道

滅奥 電 等
特
剖
行
数

減　黄 等 璽

増　鎚 ｝ 2 3
増貴
差　引 △璽 △肇 差　引 2 2 △1

職最数 3 2 2 2
繊幾数 η 特 騎 毒3 1（〉

公
営
企
禦
簿
会
欝

餓貴 3
釜3 驚6

下
水
道

滅員 璽 1 2
（鰻興理鋤
建毅窮業簸の滅（璽）

堺　銭
増　簸 董 8 7 16

差　顔 △2 8 △6 △4

差　引 △1 ム1 ム2

職籔数 等9 嘩7 25 19 15
職員数 4 3 3 2

そ
誠爽 8 8 （減貴理曲

圃保闘連欝務の蕪務
による滅（簾〉

（増減澱理磁）

介護保険の圃一曝分
内の籔分欝（忠7）

禽
欝

減　属 璽3 12 17 42

増　綴 肇0 8
選o 28

増　賃 璽 7 7 15

の
藻　引 ！ ？ △4 7

差　引 △3 △4 ム7 △璽4 △8

職黄数 職o 箪07 態03 鮪 隆02穂
駿員数 2 3

簾o 9

O公営企桑馨会欝都朽 《軍戚！4鐸4月1籍現徹）

（法｝織黄撤は一般職に羅する職翼鍛であ琴、地方公務黄の身分を撮壱する鈴1職奢・澱遺職鍛簿を禽み、

　醸時又は霧欝勤務織奥を録いてあ9ます。

（”〉是翼適疋化欝薦の数値目檬及び進捗状況

①定異適疋化目標（数）
　　建興モヂル、顛蟹懸俸職綴数の賦1郷こよる分癖結餓を踏畿え、今後観込まれる難翻
　ブラン及び介i纏保験の1事務・1事藁における糟巌に対し、機構敗革及び退職嚢不補充等

　によむ総数での繊澱数の揮翻を図る。
　　こオ層こ濫り、解成12年から撃成15銀までの5奪隅で、一・般費敏部贈3名・総職綴数

　で欝名｛7、3％）の灘識を魏る．

②建翼適正化手法の概要
　く玉）機構・綴織敏革・・角朽敗繍饗に対患した総繊・機構敵苺壷輿施し、簡讃で効率的

　　　　　　　　　　　な執行体網とする。
　ぐ9）サンセソト寿武…購鰻の定められた事簾については，拳業が綬アした購点で禽
　　　　　　　　　　　動的な定澱のスクラ・ンブを療財とする。

　（3魁醐婆説等…窃動撫運転燧務や施設管理漿務簿媛概化で遵るものについて
　　　　　　　　　　　は穣極的に婁髄する傷
　（船公務能率化の陶ま二…職蟄の能力覇登と平鴛してOA化逢椎進し・公務能率の両上

　　　　　　　　　　　紘鍔める。

③定員適正化欝蘭の隼次則進捗状況（輿績〉の概要　く職礁4知職蓬）

｛注）激露賜懸億捻年から総葎の5隼欄です。

（参考）

籔

をお知らせします
松之由町職員の給与・窟員管理等の実態を町罠の皆さんに知って

いただくため、その内容についてお知らせします。

※再儀馬舗度適馬潔はありません。

（1〉人件費の状況（普通会計決算）

優　分
住民基本台帳人縫
　　（鐸度宋〉

歳畠額
（A〉

輿質収支
人件費
（3）

入件費率
（臼ノA〉

耕2駕度の
憲人件費攣

協無度
搬4β．3曝

　　　3，稔4人

　　　千縛

3β？2，342

　　苧約

86，003

　　峯需

ア88，554

　　　％

234

　　　然

24．4

（注）人件嚢には、特則鞍に麦紛される縮料，報醜等を禽み叢す，

（2〉識員給与費の状滉（普通会翫予算）
※再仕欄制展魍用霧はめりま「ビん。

（8）織舞手嚢の状況 区　分
職轟数
〈A〉

総　　　　募　　　　費 一人蟻たり
　縮与饗
　（8〆Al総　　料 職最手当 期末勤懸手当 計⑧

感　分 松　之　蜘　賄 愚

期末孚当
勤勉手当

（13鎌度支給割禽〉 （総無度支給競合）
14年度 　人

76

　　子鋒

340，774

　モ鍔
5璽，η8

　子融
｝42，648

　　千跨

5｝9，46G

　単錦

6，835
　　　　期素手謹　期末手鎖
　6月期　橘5月分　α60角分
　捻月期　篇5月分　α55月分
　3月期　α55月分　　一月分
　欝　　355月分　　璽．鳩月分
購覇上の段陰、購務の緩等による癩算雛蟹蒼

　　　　期末蕃嶺　期来箏当
　6月期　嫉5月分　α6醗分
12月期　播5月分　055月分

　3月期　α55月分　　一月分
　欝　　3β5月分　1，鴇月分
職舗よの段階、餓務の級等による繍算矯鍍賓

（注〉1、職鼠手当には退識金を奮みません。
　　2、総与費は6月補正後の予算に欝上された金額です。

（3）磯黄の華均紹斜月額、平均総与月額及び畢均葎齢の妖況　　縛磁4葎4丹膿褒萄

遜職拳当

（支維率）　自己都合　　勧奨・定奪

勤続20年　2、、oo月分　28、875月分
勤続25鋒三　　33．ア5月分　　　44．55月分

勤続35犀　　4ア5月砂　　62．7月分

簸高限度額　6σO月分　62，胴分
その鐘母簸算蟄餐　定奪鶴畢期退職特携鑑澱

　　　　　　　　　｛2％’｝2G％）
遜黛醐騰絵　　　季～2畢級
i嶽興繍　12，328千駕　25，83欝鍔

（支縮率）　負己都合　勧奨・定驚

勤続20隼　2肇．OQ角分28875月分
勤続25駕　33．75月分　4455月分
勤続35年　　47。5月分　　62．7月分

最蕩銀度額　60，0鍔分　　62ン月分
その乾鐙蟄算撞蟹　　建：黛鎖峯導と期遙麟特摂1携盤

　　　　　　　　　（2％～20％｝

騨購糊綜　　　1号級

区　分
一　般　行　政　職 妓　能　労　務　賑

平均纏料碍額 単均鎗導湾簸 平均難齢 平均給料月額 平均総与月額 畢均無齢

松之出爵 353，602円 413，750携 43、9歳 309。箸23円 332，148湾 49、6磯

箇 323，470門 402鍛 290，SO8円 48、7歳

新潟票 365，953円 4之7歳 339、900携 45．4磯

G諭選職華当の1人当たり寧均安繋額は、麟隼度に選駿した金織穫に像る職霞に支絵された箏均額です。 （注〉飼の数億は平成給年4月等8親樫のものです、

（4〉職員の初懸給の状況　　　　　　　　　　　（轍等轟粥職鞍）

　翻整手当
く乎磁4無薄禰麗）

麦　給　対　象　地　域 特　甥　盛 匿顛の特例

支　　　　給　　　　睾 肇2％ 驚2％

支給対象職貴数 一一人 璽人

区　　　分
総　之　ぬ　慰 團

圏の麟度（交総率） 茎2％ 芝o％

決定初傷給
採癩2奪経過臼
鎗　　料　額

決定捌王総
採駕2葎経過9
給　　料　　額支総対象職黄1人当たり

平均支絡額（嘩3鐸度決算〉
1、o賞，ooo門

一般賓激職

｝74、40G円 篭88，900霞 η4，40G鰐 培8、90G円

特殊勤務蕃当
　“3年度）

区　　　　　　分 全　　職　　穫

織貫全体に志める手嚢支絵磯員の劉禽 6．9駕 蕩校卒 雪4釜，900湾 樹，800鑓 傾，goo円 15釜βoo鍔

技能労務職 薦校挙 紹黛，OGO門 篁48、700酉 姶9，00G鍔 148，7QO円手　当　の穫　類　（手　炎　数〉 5

代表的な手嶽の名称

貰給額の多い手当 診療手当

（5〉職員の経験隼数劉・学歴題平均給斜月額の駅況　　仰憩轟4即g畷り多くの職職に支紹
されている手当

特殊憲繭違軽手当

健　　　分
経　　　　験　　　　駕　　　　数

碍闘外手蜜

鴇隼度
支　　継　　総　　額 塗3、999千需

職黄1入鎖た妙憲継年額 137モ円 筆0隼以よ隻5年未溝 思簿以上20葎家満 20矩以上25鐸来溝

手2年度
支　　総　　総　　額 18，706千角

円 366，42S円磯員璽人当た夢支給簿額 176千円

一般行敵織
大掌挙 円

樺卿4犀4秘臼環在〉 蕎校率 223，350需 2ア9，650鍔 343，867円

壌分 松　　之　　由　　驚 閣
技能勇務織 務校箪 円 円 289，750跨

挟
養
手
当

・醗綴者

・その弛2人まで
　ただし配偶者のいない駿奥の場含には、
　扶蓑親族のうち1人はη，OQO円
　また、醗儀嵩が扶簑親旗でない場金には、
　扶養親族のうち1人は6，SOO円
　3人鰻以鋒
・満裕議の隼度初めから満22歳の年度宋まで
　の乎は5。000円竣箕

飼　　左

（淺）1．経験隼数と1よ摩業後産ちに採鶏され駁き続き勤務している場合に1嵐採鶏後の卑数といい濠す奪

　　2、箆欄は、該嚢磁舞がいないためです。

（6）一般行敏織の級劉織員数の賦況　　　　　　　　樺簡碑姻頃糀）

譲　分 舌綴 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 欝

擦準的な
購務内容

主聯徳 主事 態簿
懸畏
主授

綱参麟
課畏
鯵霧

課長
参寮

課長

住
繕
手
当

・儲家　得額篭2ρ0σ陀を超える家賃を支払っ
　ている織貴に家賃額に応じ蔵簿i27，00Cr約

　まで賓総
・持家　象，000鍔　ただし新築・購入した壌含

　s驚闘は、2，500門

周　　左 織員数 2人 2人 沁人 1入 難人 絡人 給人 1人 59人

構成此 3．4％ 3．4駕 ｝6．9％ 1、7箔 ⑱6％ 27。璽％ 2ア．釜％ 事．7％ τoo％

通
勘
学
蟻

・交通搬麟彌制片灘㎞以上）
　負撞している還賃の蜘こ慈じて
　鰻離9，000需まで支綿
・交通承臭鐡角毒（片逡2㎞、以上〉

　使鶏する距離に繕じて3，播O跨から
　鰹灘5，120鰍筆2㎞以上〉まで支総

・交通機髄利絹者は周じ
・交遜爾真使懲嵩
　鐙離に諾じて2，000需から
　簸薦20，900稽（40㎞、以上〉

　まで支給

参
考

筆無蔚の

携成比
総％ 3．2％ ”．5％ a6％ 26．2％ 等6講％ 2ア．9％ 絡％ 篭OQ％

5鐸前の

構成紘
働5％ 4．O％ 4．0％ で8，9鑑 2ao％ 2α3％ 2α3％ 一％ 筆OQ％

（8）織舞手嚢の状況

G諭選職華当の1人当たり寧均安繋額は、麟隼度に選駿した金織穫に像る職霞に支絵された箏均額です。

（9）特別職の綴酬等の状況

（寧硫繍犀4月玉臼環在〉

（寧成14奪4月1欝現荘｝

（注〉1、職鼠手当には退識金を奮みません。
　　2、総与費は6月補正後の予算に欝上された金額です。

（3）磯黄の華均紹斜月額、平均総与月額及び畢均葎齢の妖況

（注〉飼の数億は平成給年4月等8親樫のものです、

（4〉職員の初懸給の状況

（5〉職員の経験隼数劉・学歴題平均給斜月額の駅況

（箪成叫葎4丹1縫褒盗）

（箏繊等4奪4月｝駐現底）

（寧成鱗無4月匙9幾夜）

（淺）1．経験隼数とは，摩業後産ちに採鶏され駁き続き勤務している場合に1嵐採鶏後の卑数といい濠す。

　　2、箆欄は、該嚢磁舞がいないためです。

（6）一般行敏織の級劉織員数の賦況　　　　　　　　樺簡碑姻頃…賑）

籔 分 維　　料　　薄　　額　　等

鰹　飛 641、アoo円

給　　料 勧　般 531，050鍔

504，400跨
褒　　　　分 含財 一般行政職 技能労務織

敏育長

議長 242，000Fi 職　　　鼓　　　数（A〉 76人 61人 爲人

報　　鱗 灘議長

議員

肇80，000需

総O．OGO円
薯3奪度

普遍昇給期閣（等2～24鋤を 8人 6人 2人

（策3無度支給劉合）
短縮して興給した磯黄数（B》

町　長
勘　役

6得期　　　　　　　1．45月分
毒2肩期　　　　　　　璽，60月分 比　　　　率　（B〉／（A） Io、5％ 9β％ 13．3％

数育長 3拷期　　　　　　　　o．55月分

齢　　　　　　　　舗o月分 職　　　簸　　　数（虜 ア9人 64入 15人

期寒単当

議長
創議長

（13年度支給割禽〉
　　6月期　　　　　　　　　　　　　　等講5月分

　12月期　　　　　　　　1．60得分

等2年度
普通昇総期簡（葦2～24月〉を

短縮して昇総した職貴数（8）
9人 9人 9人

議　員 3丹其繧　　　　　　　　　　　　　　α55月分

齢　　　　　　　　3、60趨分
地　　　　皐　（B）／（A〉 ”，4％ 14．1％ 一％

（注）毒、松之鋤窮の給・与条鯛に基づく紹料衷の級匿分による織黄数です。

　　2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代義的な磯です。

（7）昇給期間短縮の状溌

4
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里創プラン松之山ステージr森の学校」（仮称）の正式名称が

99件の公募をいただきました。ご協力たいへんありがとうございました。

』一，
サ輔

　　　　　”．　　　　　㍉哨、　　　　■飾　　　　”　　　　．醒■　　　’瀞　　　静　　　酬　　A鴨　　一　　牝噛　，燗　咽－皿、

6

攣　　　　　幽灘姦夢が凌が〃
　　　　　　　松之由・津南線、惜しまれながらお甥れ

　昭瀦20奪に樽鑓経由大翻野間を踏線譲受した当蒔の頸城鉄道（株）か

　ら始まり、是かけ57年の長きに渡り地域住昆の建となって濡躍してきた

　東頚パス津南線が、9月30欝をもって廃止となりました、

　　当黛16：22松墨農協発の最終便には、地灘建浸と津南町の議鰻．町営バ

　スを撹当する役場振興繰の職員が集まりお別れ式を行いました。頸城バ

　スの大竹祇長と簸後の運転を努める竹内啓一郎（豊絹〉運転手に花束を

　贈呈し、地鷺代褒として議橋主謙議翼が感謝の轡葉を述べました．

　　　　　　　　鐙慮幽・灘繭繍⑳嚢鰻

昭報20鋒8鍔8臼籍績簸山鉄道（株）から当欝の頸城鉄道〈株）が蕗線譲受し、

　　　　　　　　　松之山～樽鑓～躰丸～大翻野悶の運行闘始

昭和24年8月等臼鍋当晦の頸城鉄還搬が訟之由～東規～鹿濃駅～大翻野問運行闘娘

昭和56鏑2月　掛松之出～樽照～外丸～大割野闘露縁廃翫

昭麹62奪紛月奪日艶頸械鉄道（株〉が梅之山～東廻～麗渡験～大翻野間整線廃比、

　　　　　　　　　砦時の頻城小型バス（株）が廃止代替バスとして運行闘始

塁成9鐸鐙肩1臼勤東頚バス（株）が頸械小型バス（株）から踏線譲受し運行闘嬉

箪成錘鐸9月309弊艶線廃止
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遡・
論麟鯵駿麟麟後松鳶蹴羅幽学…創を開催しま跳
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蟻饗霧鴇怒纂ε窓蝶麓牽）1こも電誌

麹お母さんから一謝
1繭で鵬＜、心の優しい孔なってもらし職、

1で凱
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我縷せ蓼、學めの診察を心がけ獣しょう。

翁難繍騒講灘灘懸響叢欝撚議第

　投薬8数は308分と決められているわけではありま
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りにお出しできます、先生にお話ください。

灘懸議鐵懸濃覆i灘繕醤餐ぐださの。

　保険証は涯ヶ月に壕回、窓0に見せてください・飼聴

に診察も受けて、体の調子をチェックしましょう。
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裏霧の癖パ。ナこヤセ総沓

長蕎番樹73傑（95鰍上）
番　付 氏　　　名 年齢 性甥 集　落 屋　弩

横纒 滞橋　繋ル 塗鍛 藻 蒙蟻欝 薦

灘関 秘幽　糞濃 蓬02 男 藤幽蛋 棄屋

関膿 滝沢　溌フ 麹o 藻 猪i鑑熱 親家
小　結 高橋　　ミカ 97 女 天水鶴 倉

麟頭三 小林　　ミサ 97 女 湯　山 五郎吉

潮頭2 佐藤五良治 96 男 天水越 1五兵工

前頭3 佐藤　　トヨ 96 女 瞥　根 千　坂

繭頭4 本山　カヨ 96 女 照麦立 新　宅

前頭5 高澤　セキ 95 女 松之縫1 三松屋

繭頭6 久保瞬コンメ 95 女 轡　根 曹　七

繭頭7 石彫塚　　クニ 95 女 湯之轟 板　騰

蔚頭8 佐藤　彦平 95 男 中立由 麟

前頭9 布施　　タイ 95 女 黒　倉 大鵜屡

　　　女性長寿No．1　高橋ッルさん
町の最長寿、ッルさんは現蕉不老閣に入所しています。箪イスを使

馬していますがいたってお元気で、飴をなめながら皆さんと週ごす

ことが舞黛の楽しみとのこと。貿日に行われた不老閣の敬老会の席で、

施設長からお祝いの書葉と記念贔が贈られました。職員総出による

歌や踊りが披露され、入所者全員で敬老の臼をお祝いしました。

錐、・　職　　 灘　　薩　　・　　欝　　　臨　’粋　緊　　 鰹　　欝
撒

鍵
　
　
伍
－
『
’

澱 ・一脚

　　　男性長寿No．1　村山貞治さん
貞治さんは今年2月で満玉02歳になられました。ご自宅では60年ご

一緒という奥様と元気に過ごしています。また若い時から大のお風

畠好きで、週2闘の訪問入浴サービスを心待ちにしているとのこと。

好き嫌いせず何でも食べ、今でも少しだけ嗜むお瀬が元気の秘訣とか。

　
・
箋
．
ノ
鋭

　
　
　
　
　
　
　
　
叔
蓼
》
ぎ
曳
吟

　
　
テ
フ
さ
ん
は
ご
自
宅
で
長
男
敏
夫

　
さ
ん
と
二
入
で
隻
活
し
て
い
ら
っ
し

　
ゃ
い
ま
す
。
若
い
頃
か
ら
医
者
知
ら

　
ず
と
書
わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
圭
0

　
0
歳
を
迎
え
た
今
で
も
膝
の
異
合
が

　
少
々
悪
い
も
の
の
至
っ
て
．
ご
健
勝
で
、

　
庭
の
草
取
り
や
炊
事
も
こ
な
す
と
の

　
こ
と
。
顔
を
金
わ
せ
た
だ
け
で
は
、
と

　
て
も
こ
の
歳
を
信
じ
る
方
は
い
な
い

　
で
し
ょ
う
。
辺
総
に
は
県
の
職
員
と

　
町
長
が
訪
れ
、
内
閣
総
理
大
臣
、
新
潟

　
県
簿
事
、
松
之
磁
町
長
か
ら
た
く
さ

　
ん
の
お
祝
品
と
祝
編
の
書
葉
が
贈
ら

　
れ
ま
し
た
．
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i礁やさしくて強くて、すっご《かっこ購i樋では鞭いっξまい鏡たい甥山では初めてi

1え叱、あとい一っぱし構えたん肱いつ樋

蟻饗霧鴇怒纂ε窓蝶麓牽）1こも電誌
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1で凱
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iンだって・樽舗くら」鵬ずく酢鶴l

i馨魏，腸忍甥凝繍幾贋i
i【お父さんから一翻　　　　　　i
i隈で横味騰搬戦臆働塗臆人鷺然
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我縷せ蓼、學めの診察を心がけ獣しょう。

翁難繍騒講灘灘懸響叢欝撚議第

　投薬8数は308分と決められているわけではありま

せん。ご自分の都合で、448分でも208分でも希望どお

りにお出しできます、先生にお話ください。

灘懸議鐵懸濃覆i灘繕醤餐ぐださの。
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』
難
灘 懸繍鷺鑛鑓翻耀鎌滋獲覆を始め蕊凱
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へ

　
“
獲
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獺
麟
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鞭

職蛮寿のo！

　
9
月
掲
8
の
敬
老
の
8
現

在
、
駒
内
に
は
88
歳
以
上
の

長
寿
蓄
が
脳
名
（
男
孝
女
鋭
）

い
ら
っ
し
ゃ
い
濠
す
、
そ
の

中
で
径
薯
で
が
ん
ば
っ
て
お

ら
れ
る
方
に
対
し
、
沿
8
と

楓
8
の
爾
8
麟
長
が
㎜
入
ひ

と
り
の
ご
§
宅
に
燧
い
、
激

励
の
菖
葉
と
記
憲
こ
瀞
o
o
を
贈
り

長
寿
の
お
祝
い
を
伝
え
ま
し

た
。

　
萌
長
か
ら
長
寿
の
秘
訣
を

聞
か
れ
る
と
、
照
れ
な
が
ら

も
自
分
な
り
の
健
康
法
を
話

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
ど

な
た
も
特
懸
な
秘
訣
な
ど
な

く
焼
則
正
し
い
主
活
が
心
番

と
の
こ
と
。
長
寿
に
女
性
が

多
い
の
も
こ
の
あ
た
り
が
要

鶴
な
の
で
し
ょ
う
か
。
今
回

は
9
5
歳
以
よ
を
迎
え
ら
れ
た

方
々
を
長
寿
番
付
と
し
て
紹

介
し
濠
す
。
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輻熱松之山町消防団
騨響各種表彰伝達式

　永年潴防鐡に勤続された翔貴と、13年度限りで

退懸する闇員に対しての各種褒彰伝達式が行われ

ました。保坂鐡長から、退職奢へは今後の溝防活動

へのアドバイスのお願いと、蕉職煮にはさらなる

濤躍を期待する鷺の挨拶がありました。最後に退

職春を代表して31年Uヶ拷勤務された上籔地の
重野増栄さんが謝辞を述べて式を終了しました。

箪趨3驚蕊
退職・璃織驚雛擁羅叢彰癒麓馨

繋

矧

蚕湯集落活性化委員会に自治宝く惨助成

　　激祭ゆ芸龍祭に音響設備を購天

いきいきクラブ

交通安全コンク→レ出発式雛
　
上
湯
集
落
漁
性
化
婁
鐵
会
で
は
、
（
財
〉
露
治
総
禽
セ
ン
タ
…
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
｝
助
成
箏
業
（
自
治
窯
く
じ
助
成
）
を
受
け
て
畜
響

設
備
を
整
構
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
地
域
や
集
落
の
健
全
な
発

展
の
た
め
、
精
力
的
に
活
動
す
る
懸
体
に
短
し
て
宝
く
じ
の
収
益

金
か
ら
助
成
す
る
も
の
で
す
。
当
会
で
は
秋
の
芸
能
祭
の
企
画
運

営
を
勧
め
、
夢
の
家
を
串
心
に
時
外
の
欝
い
盤
代
と
の
交
流
も
盛

ん
に
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
漕
動
が
認
め
ら
れ
今
奪
度
事
業
の
該

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
に
な
り
ま
し
た
．
9
肖

　轟齢煮10人でチームを綴み．9月～難月の3ヶ月

間の無箏故達成を目指す県叢驚の交通安全コンクー

ルです、曾月2類、郡内での参力瓢0チームが安塚欝

疑会館に集奮して餓発式力｛行われました．松之1勲か

らは湯撫r松楽会チーム」と黒禽rひまわり会感チーム

が参癬しています。

M
欝
に
は
籍
し
い
機
械
を

使
っ
た
芸
能
祭
が
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

蘇撫松之山公会堂が
驚騨夢寄席に皐変わり

9灘

　松之由落語愛好会による寄席が行われま

した。癩待した轟打ちは、轟田出身で現筏人

氣上昇中の三遊導縫鳥師慨。大晦照になつ

ても配薄の餅をつく金もない夫婦が、晃栄

を張って夜中に長麗の欝宅で餅つきのまね

をするという噺で、巧みな謡術に溝庸とな

った会場に笑いの渦が広がりました。

収
穫
を
よ
ろ
こ
ぶ
　
太
鼓
が
踊
る

第
3
翻
「
ひ
の
き
屋
」
松
之
山
ラ
イ
ブ

　北海這函館を拠点に全図で括動しているたいこ楽懸ヂひのき駒が、

町浅体轡鰭で3醸目となるライブを行いました。町の著餐を中心

とした実行婁黄会がこのライブをサポートしています。当録は子

僕から年雛まで400人近くの観客が集まり、太鼓や笛がかもし紺す

秘の帝に欝いしれました。アンコールでは観客もいっしょになっ

て曝って踊り、会場はお祭り氣分…儀で簸商潮となりました、

10

文
化
・
伝
統
を
受
け
継
ぐ

秋
祭
り
各
地
で
盛
大
に

　
収
穫
を
控
え
た
9
月
上
旬
は

秋
祭
り
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
．
今
年

も
各
集
落
独
特
の
村
祭
り
が
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
藤
倉
で
は
小
蕩
い
森
に
あ
る

十
二
神
鮭
に
続
く
長
い
蕎
段
を
、

天
狗
と
獅
子
が
舞
な
が
ら
上
っ

て
い
く
「
露
払
い
」
が
奉
納
さ
れ

ま
し
た
。
慮
覆
に
あ
る
大
鳥
屠
に

張
ら
れ
た
濫
連
縄
く
し
め
な
わ
）

を
刀
で
切
り
払
い
、
境
内
で
舞
を

辮

撫
欝

奉
納
し
ま
す
（
表
紙
参
照
）
。
町
史

に
よ
る
と
こ
れ
は
慮
伏
神
楽
の

作
法
の
｝
つ
で
あ
り
、
以
餉
ほ
ど

多
く
演
じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
も

の
の
、
賓
式
神
楽
を
今
に
伝
え
る

も
の
だ
と
い
い
ま
す
。

　
…
方
水
梨
集
紳
絡
で
は
特
設
大

舞
禽
で
の
宥
祭
り
を
、
器
園
段
を

迎
え
た
今
年
限
り
で
休
慮
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
費
は
東

東
三
省
会
の
応
援
鐡
や
、
町
内
外

の
各
懸
体
に
よ
る
友
惰
出
演
も

多
数
あ
り
、
幕
引
き
の
捻
時
近
く

ま
で
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
今
後
も
紙
た
な
気
持

ち
で
集
落
の
伝
統
・
文
化
を
伝
え

て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。神楽が終わると子洪たちの出番だ　9／繍藤倉

嚢

　　　織、，一、1．一一’　－1　懸しま檎が猫勒活動騰を召K藤實祭瞬台9／7蝶　 絶

缶鐘　督蛍曾　瀞瀞欝　鎌魯塗　齢鍛静　泰磐誉　母喰膣　塵鞍碑　趣督帰　塗僻澱　曾栄涛　墜邸奮　撞懸換　勢箭鍾　遣繊癬　　労蕊舜　薄無濤　栄帥寧　飾與宰　勝簿茜　磯魯導　瀞塗魯　泰母鵡　舞轟染　暗恥窃　魯宰瞥　蟄藩縣　砧撫衡　卸聯融　勢爵碑　番奮寮　愈章鼎　甜覇聲

講
灘

　　〈上）あいにくの雨模様でしたが、稚兜行列やマーチングなど

｝
　　　　　予定どおり行われ蒙したo写糞は鶴校生を中心とした
　　　　　華麓な女御輿　　9／7松之山

　（左上〉今隼は欝観体奮館で蒼われました。天狗と獅子の舞は
　　　　　子供たちにとって興昧津々　　8／31湯撫
鱒

　　〈左〉舞台・客篤にはシートが張られ、多少の雨では問題

　　　　　　ありません　　9／7天水島

”
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該

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
に
な
り
ま
し
た
．
9
肖

　轟齢煮10人でチームを綴み．9月～難月の3ヶ月

間の無箏故達成を目指す県叢驚の交通安全コンクー

ルです、曾月2類、郡内での参力瓢0チームが安塚欝

疑会館に集奮して餓発式力｛行われました．松之1勲か

らは湯撫r松楽会チーム」と黒禽rひまわり会感チーム

が参癬しています。

M
欝
に
は
籍
し
い
機
械
を

使
っ
た
芸
能
祭
が
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

蘇撫松之山公会堂が
驚騨夢寄席に皐変わり

9灘

　松之由落語愛好会による寄席が行われま

した。癩待した轟打ちは、轟田出身で現筏人

氣上昇中の三遊導縫鳥師慨。大晦照になつ

ても配薄の餅をつく金もない夫婦が、晃栄

を張って夜中に長麗の欝宅で餅つきのまね

をするという噺で、巧みな謡術に溝庸とな

った会場に笑いの渦が広がりました。

収
穫
を
よ
ろ
こ
ぶ
　
太
鼓
が
踊
る

第
3
翻
「
ひ
の
き
屋
」
松
之
山
ラ
イ
ブ

　北海這函館を拠点に全図で括動しているたいこ楽懸ヂひのき駒が、

町浅体轡鰭で3醸目となるライブを行いました。町の著餐を中心

とした実行婁黄会がこのライブをサポートしています。当録は子

僕から年雛まで400人近くの観客が集まり、太鼓や笛がかもし紺す

秘の帝に欝いしれました。アンコールでは観客もいっしょになっ

て曝って踊り、会場はお祭り氣分…儀で簸商潮となりました、

10

文
化
・
伝
統
を
受
け
継
ぐ

秋
祭
り
各
地
で
盛
大
に

　
収
穫
を
控
え
た
9
月
上
旬
は

秋
祭
り
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
．
今
年

も
各
集
落
独
特
の
村
祭
り
が
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
藤
倉
で
は
小
蕩
い
森
に
あ
る

十
二
神
鮭
に
続
く
長
い
蕎
段
を
、

天
狗
と
獅
子
が
舞
な
が
ら
上
っ

て
い
く
「
露
払
い
」
が
奉
納
さ
れ

ま
し
た
。
慮
覆
に
あ
る
大
鳥
屠
に

張
ら
れ
た
濫
連
縄
く
し
め
な
わ
）

を
刀
で
切
り
払
い
、
境
内
で
舞
を

辮

撫
欝

奉
納
し
ま
す
（
表
紙
参
照
）
。
町
史

に
よ
る
と
こ
れ
は
慮
伏
神
楽
の

作
法
の
｝
つ
で
あ
り
、
以
餉
ほ
ど

多
く
演
じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
も

の
の
、
賓
式
神
楽
を
今
に
伝
え
る

も
の
だ
と
い
い
ま
す
。

　
…
方
水
梨
集
紳
絡
で
は
特
設
大

舞
禽
で
の
宥
祭
り
を
、
器
園
段
を

迎
え
た
今
年
限
り
で
休
慮
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
費
は
東

東
三
省
会
の
応
援
鐡
や
、
町
内
外

の
各
懸
体
に
よ
る
友
惰
出
演
も

多
数
あ
り
、
幕
引
き
の
捻
時
近
く

ま
で
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
今
後
も
紙
た
な
気
持

ち
で
集
落
の
伝
統
・
文
化
を
伝
え

て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。神楽が終わると子洪たちの出番だ　9／繍藤倉

嚢

　　　織、，一、1．一一’　－1　懸しま檎が猫勒活動騰を召K藤實祭瞬台9／7蝶　 絶

缶鐘　督蛍曾　瀞瀞欝　鎌魯塗　齢鍛静　泰磐誉　母喰膣　塵鞍碑　趣督帰　塗僻澱　曾栄涛　墜邸奮　撞懸換　勢箭鍾　遣繊癬　　労蕊舜　薄無濤　栄帥寧　飾與宰　勝簿茜　磯魯導　瀞塗魯　泰母鵡　舞轟染　暗恥窃　魯宰瞥　蟄藩縣　砧撫衡　卸聯融　勢爵碑　番奮寮　愈章鼎　甜覇聲

講
灘

　　〈上）あいにくの雨模様でしたが、稚兜行列やマーチングなど

｝
　　　　　予定どおり行われ蒙したo写糞は鶴校生を中心とした
　　　　　華麓な女御輿　　9／7松之山

　（左上〉今隼は欝観体奮館で蒼われました。天狗と獅子の舞は
　　　　　子供たちにとって興昧津々　　8／31湯撫
鱒

　　〈左〉舞台・客篤にはシートが張られ、多少の雨では問題

　　　　　　ありません　　9／7天水島

”
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　　　　　　　　　　．蝋噌議覇鞭晦覇駄

　　　幅易の障霧や傷病等の選由で、理髪鷹に出購くこ
、｝

　　とができない高齢巻の乃々に対して、邊美容緬が自

勤
　　宅まで訪問して整髪するサービスを始めます。

　　詳しくは傑健センターまでお電話ください．

　　　　　　聴保健センター　簸6－3705
　　　　　　　保健禰祉係・中島が撹当です．

（
“
ぐ
）　　》　蓑旨

鍛
〃

野＼溜

幡

鰯麟嫌麟
　　　　　　徽獺獺　　1

　　　　　　　　　　　　　　　奪
　　　　　猪俣　栄二　　　1
　　　　　　松之山・ナオヤ　　　　　舞
　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　欝㎜253ア　　嚢
　　　　　　　　　　　　　　　き
　　　　　災権擁護類　　萎

　　　難義　上之山・かずえん　　　　嚢

　　　　　　　僧6－2203　　　萎

聯い

纏臓潔抽謝細潔施翻飼

一人権・行政相談所を開設します一

　　行政についての園りごと、家庭内のもめ事や相談、

　いじめ闘題など著憐や疑問の解滴のお手伝いをい

　たします。お気軽にご櫓談ください。

　愈臼　鋳　王0月22露（火）午萬10縛～午後3時

　魯場　駈　自然休養村センター

　轡櫓談員　法務局職員・人権擁護委員・行政相談賃

　　　　　　　　　　　　　側嚇　　　　　　　　　　　　『■蒔冒剃　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　♂帆　　　　　　　　　　琳椰　　　　　　　　　脚｛　　　　　　　　■㎜　　　　　　一　　　　　㎜　　　　脚酬　　｝　卿細　卿甘…　　一　脚酬獅榊圃
’
㌦

　地域住戻に県政を身近に感

じてもらうことを目的に、東頸

城地域を所管する県の地域機

関と住艮とが、地域の諜題や振

興策について意見交換をする

集いが闘かれます。テーマはヂこ

れからの東頸城を考える達です、

県の考えを直接聞くことがで

きる良いチャンスです。どなた

でも参撫できますので、ぜひ是

を運んでください。

雛
難
鐵
鞭
灘

綴
灘
鰻
灘
鍵
灘
難
灘
灘
膿
饗

雛
縷
鑓
灘
鑛
灘
．

の事務職轟を喋名聡簗し談ず。

上：で、昭和42鋒4月28以瞬に

級の有翼格蓄で、パソつン

し、広域6市鋤柑筏住で通

月骨8（8）台搭発裟は胴月下旬
、夷と面接

野
多
茎
…
妻
ミ
…
…
馨
睾
峯
蕃
萎
≦
き
葦
馨
豊
…
…
葦
奪
葦
…
ミ
実
装
…
き
重
多
萎

毒臼時平成M年憩月30霞（水〉

　　　　午後7時から約2時聞

魯会　場　松代町・ふるさと会館2階常春ホール

　　　　（松代駅の建物です〉’

魯参茄者　住蔑側　松代町・松之山町に屠住する

　　　　　　　　　住晟

　　　　　娯　倒　上越健康福祉環境事務所長・

　　　　　　　　　上越農政事務筋長・上越林業

　　　　　　　　　事務勝長

　　　　　　　　　上越教育事務所長・安塚地区

　　　　　　　　　振興事務所長、翻漸長、次長

i　羅成朽黛4繕18擦鰐の纂務
i　o畳験資格■趨校卒業以上で、彗i
ミ

i　　　　　　　生まれた轡
き

1　　　　　　　簿記検建／級か2
シ

1　　　　　　　操1乍に1習熱した蓄
き

i　　　　　　藩通運転免許を萄
1　　　勤覇騰蓄
i・試験8／職悸4鱗即∈
i●試験内容／一般教舞試験と面
1●串込み・間い盆わせ先

　　平成鱗算看0月創8謹で（郵1
　　に斬建の細込照紙で耀串ず考

！
　　出、問い禽わせはい登れも次！
　　：〒：949－8525肇鶏騒銀十8霞喜市養

　　BO257－58－2050

で（郵送の鵜盆は30臼消印葎効）

想ずる．串込爾紙の憂け賊り、握

しも次ヘ

ヨ駆市毒購澱護毒入ホーム饗萄鞍

　　　　　　　　　榊禍　　　　　　　　　禍v　　　　　　　　｝　　　　　　　　押刷　　　　　　　・酬ウ　　　　　　　｝　　　　　　嚇v　　　　　皿　　　　　酬辞’　　　　…　　　酬琳　　㎜　一一
雛
鍛
灘
郡
獲
師
会

難
鐵
灘
馨
“
蓬
の
お
知
ら
せ

　
松
之
霞
診
療
所
と
県
立
松
代
病

院
の
み
お
知
ら
せ
し
ま
す
、

　
ご
利
罵
の
際
は
電
話
で
確
認
し

て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
．

沁
月
2
0
β
倉
）

　
松
之
由
診
療
所
　
姪
6
－
2
2
4
0

箕
月
4
β
（
月
×
振
替
え
休
田
）

　
県
立
松
代
病
院
豊
7
2
1
0
0

”
月
紛
臼
（
g
）

　
松
之
山
診
療
所
歌
6
－
2
2
4
0

『2

数
饗
い
物
袋
を
持
参
し
、
で
き
る
だ
け

レ
ジ
袋
は
講
退
す
る
．

簡
易
な
包
装
の
商
酪
や
爆
境
に
や

さ
し
い
商
晶
の
購
入
に
努
め
る
．

レ
ジ
袋
は
で
き
る
だ
け
渡
さ
な
い
。

簡
易
な
包
装
の
商
c
⊃
o
o
や
潔
墳
に
や

さ
し
い
商
c
⊃
o
o
の
積
極
的
な
販
売
に

努
め
る
．

lo瓢璽墾選
　
ヘ

ヘ
㌔
レ

獅
騰
、
欝

φ
塑

　
昨
年
か
ら
醗
籍
を
始
め
た
「
エ
コ
バ
ッ

グ
偏
．
ま
だ
副
部
の
方
だ
け
で
す
が
、
お
使

い
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？
。

町
で
は
3
ヶ
年
討
瀬
で
普
及
を
図
つ
て

い
き
ま
す
。
今
隼
の
分
は
年
内
に
配
霜
予

定
で
す
。
ぜ
ひ
ご
濡
駕
く
だ
さ
い
。

劃
難

柵p
趨

灘

　　　　　　　　　　　　　睡豪

　　　　　　　　　　　　　　　　　甕纒・1

　　　　　　　　　　　　　　　　　い蒲

　　　　　　　　　　　　　　　　　爽・．

　現荏エレベーター工事と大会議室の　改

床改装工事などをして鱒ます。完成する　装

と靴を履恥たまま3階まで楽々行ける　中’藏
ようになります。ご迷惑をおかけしてい　　鰭

ますが、もうしばらくお待ちください。

．
馨

∞∞

夕
闇
に
包
ま
れ
た
林
の
中
か
ら
・
惹
ッ
惹
ッ
も
ッ
キ
孟

舗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰍

㈱
ッ
キ
灘
ッ
と
淋
し
げ
な
鳴
き
声
が
長
く
続
く
の
を
聞
い
た
こ
と
が
蝋

騰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糊

㎜
あ
り
ま
せ
ん
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

∞∞

ぞ
つ
い
え
ば
、
蕾
は
よ
く
嬰
え
て
き
麩
ん
だ
ξ
、
．
あ
驚

謹
馨
悉
く
愁
慈
き
　
　
　
　
　
燃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

蝋
と
い
う
票
多
い
の
で
簸
い
で
し
ょ
う
か
．
　
　
　
燃

∞∞．

」
の
「
ヨ
タ
カ
」
と
い
鳥
、
山
地
の
明
る
い
林
や
藁
願
に
棲
∞
∞

　
息
し
、
夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
窒
を
飛
び
國
り
な
が
ら
、
小
さ
な

∞∞

く
ち
ば
し
の
わ
2
套
な
暑
騨
て
疑
ん
で
い
姦
な
嘉

脚
の
昆
滋
を
え
竃
し
て
客
ハ
ト
≦
a
の
大
き
さ
の
鳥
で
す
．
脚

　

購
　
一
度
だ
け
彼
ら
が
昼
問
飛
ぶ
と
こ
ろ
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
闘

∞∞

ふ
智
ふ
わ
2
素
っ
た
梁
が
建
り
慮
と
栗
灘
急

脚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

撒一焔脚㈹

飛
び
方
を
し
て
い
た
の
が
印
象
に
残
っ
　
、

て
い
嵩
轟
鑓
寺
蕊
、
義

の
講
鍛
幾
瓢

て
い
る
よ
う
で
、
松
之
由
で
も
あ
の
傭
蝋

緒
あ
襲
　
け
る
と
．
編
ろ
を
議

す
の
も
園
難
な
蒔
代
に
な
り
ま
し
た
　
　
鱒

（
文
責
　
瀧
澤
正
昭
）

「
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
」

雛
⑩
月
の
探
鳥
会

▼
日
　
鋳
　
⑳
月
2
6
臼
（
土
）

　
　
　
　
　
午
髄
9
時
～
U
時
3
0
分
ま
で

　
▼
場
　
斯
　
松
口
須
山
地
区
（
美
人
林
駐
車
場
集
合
）

　
▼
そ
の
他
　
小
雨
決
行
に
つ
き
雨
具
持
参
の
こ
と

、鱒灘鰯騰鰍騨輔麟寓謝綿蜘聯欄’㎜轍騨鵬
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上：で、昭和42鋒4月28以瞬に

級の有翼格蓄で、パソつン

し、広域6市鋤柑筏住で通

月骨8（8）台搭発裟は胴月下旬
、夷と面接

野
多
茎
…
妻
ミ
…
…
馨
睾
峯
蕃
萎
≦
き
葦
馨
豊
…
…
葦
奪
葦
…
ミ
実
装
…
き
重
多
萎

毒臼時平成M年憩月30霞（水〉

　　　　午後7時から約2時聞

魯会　場　松代町・ふるさと会館2階常春ホール

　　　　（松代駅の建物です〉’

魯参茄者　住蔑側　松代町・松之山町に屠住する

　　　　　　　　　住晟

　　　　　娯　倒　上越健康福祉環境事務所長・

　　　　　　　　　上越農政事務筋長・上越林業

　　　　　　　　　事務勝長

　　　　　　　　　上越教育事務所長・安塚地区

　　　　　　　　　振興事務所長、翻漸長、次長

i　羅成朽黛4繕18擦鰐の纂務
i　o畳験資格■趨校卒業以上で、彗i
ミ

i　　　　　　　生まれた轡
き

1　　　　　　　簿記検建／級か2
シ

1　　　　　　　操1乍に1習熱した蓄
き

i　　　　　　藩通運転免許を萄
1　　　勤覇騰蓄
i・試験8／職悸4鱗即∈
i●試験内容／一般教舞試験と面
1●串込み・間い盆わせ先

　　平成鱗算看0月創8謹で（郵1
　　に斬建の細込照紙で耀串ず考

！
　　出、問い禽わせはい登れも次！
　　：〒：949－8525肇鶏騒銀十8霞喜市養

　　BO257－58－2050

で（郵送の鵜盆は30臼消印葎効）

想ずる．串込爾紙の憂け賊り、握

しも次ヘ

ヨ駆市毒購澱護毒入ホーム饗萄鞍

　　　　　　　　　榊禍　　　　　　　　　禍v　　　　　　　　｝　　　　　　　　押刷　　　　　　　・酬ウ　　　　　　　｝　　　　　　嚇v　　　　　皿　　　　　酬辞’　　　　…　　　酬琳　　㎜　一一
雛
鍛
灘
郡
獲
師
会

難
鐵
灘
馨
“
蓬
の
お
知
ら
せ

　
松
之
霞
診
療
所
と
県
立
松
代
病

院
の
み
お
知
ら
せ
し
ま
す
、

　
ご
利
罵
の
際
は
電
話
で
確
認
し

て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
．

沁
月
2
0
β
倉
）

　
松
之
由
診
療
所
　
姪
6
－
2
2
4
0

箕
月
4
β
（
月
×
振
替
え
休
田
）

　
県
立
松
代
病
院
豊
7
2
1
0
0

”
月
紛
臼
（
g
）

　
松
之
山
診
療
所
歌
6
－
2
2
4
0

『2

数
饗
い
物
袋
を
持
参
し
、
で
き
る
だ
け

レ
ジ
袋
は
講
退
す
る
．

簡
易
な
包
装
の
商
酪
や
爆
境
に
や

さ
し
い
商
晶
の
購
入
に
努
め
る
．

レ
ジ
袋
は
で
き
る
だ
け
渡
さ
な
い
。

簡
易
な
包
装
の
商
c
⊃
o
o
や
潔
墳
に
や

さ
し
い
商
c
⊃
o
o
の
積
極
的
な
販
売
に

努
め
る
．

lo瓢璽墾選
　
ヘ

ヘ
㌔
レ

獅
騰
、
欝

φ
塑

　
昨
年
か
ら
醗
籍
を
始
め
た
「
エ
コ
バ
ッ

グ
偏
．
ま
だ
副
部
の
方
だ
け
で
す
が
、
お
使

い
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？
。

町
で
は
3
ヶ
年
討
瀬
で
普
及
を
図
つ
て

い
き
ま
す
。
今
隼
の
分
は
年
内
に
配
霜
予

定
で
す
。
ぜ
ひ
ご
濡
駕
く
だ
さ
い
。

劃
難

柵p
趨

灘

　　　　　　　　　　　　　睡豪

　　　　　　　　　　　　　　　　　甕纒・1

　　　　　　　　　　　　　　　　　い蒲

　　　　　　　　　　　　　　　　　爽・．

　現荏エレベーター工事と大会議室の　改

床改装工事などをして鱒ます。完成する　装

と靴を履恥たまま3階まで楽々行ける　中’藏
ようになります。ご迷惑をおかけしてい　　鰭

ますが、もうしばらくお待ちください。

．
馨

∞∞

夕
闇
に
包
ま
れ
た
林
の
中
か
ら
・
惹
ッ
惹
ッ
も
ッ
キ
孟

舗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰍

㈱
ッ
キ
灘
ッ
と
淋
し
げ
な
鳴
き
声
が
長
く
続
く
の
を
聞
い
た
こ
と
が
蝋

騰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糊

㎜
あ
り
ま
せ
ん
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

∞∞

ぞ
つ
い
え
ば
、
蕾
は
よ
く
嬰
え
て
き
麩
ん
だ
ξ
、
．
あ
驚

謹
馨
悉
く
愁
慈
き
　
　
　
　
　
燃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

蝋
と
い
う
票
多
い
の
で
簸
い
で
し
ょ
う
か
．
　
　
　
燃

∞∞．

」
の
「
ヨ
タ
カ
」
と
い
鳥
、
山
地
の
明
る
い
林
や
藁
願
に
棲
∞
∞

　
息
し
、
夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
窒
を
飛
び
國
り
な
が
ら
、
小
さ
な

∞∞

く
ち
ば
し
の
わ
2
套
な
暑
騨
て
疑
ん
で
い
姦
な
嘉

脚
の
昆
滋
を
え
竃
し
て
客
ハ
ト
≦
a
の
大
き
さ
の
鳥
で
す
．
脚

　

購
　
一
度
だ
け
彼
ら
が
昼
問
飛
ぶ
と
こ
ろ
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
闘

∞∞

ふ
智
ふ
わ
2
素
っ
た
梁
が
建
り
慮
と
栗
灘
急

脚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

撒一焔脚㈹

飛
び
方
を
し
て
い
た
の
が
印
象
に
残
っ
　
、

て
い
嵩
轟
鑓
寺
蕊
、
義

の
講
鍛
幾
瓢

て
い
る
よ
う
で
、
松
之
由
で
も
あ
の
傭
蝋

緒
あ
襲
　
け
る
と
．
編
ろ
を
議

す
の
も
園
難
な
蒔
代
に
な
り
ま
し
た
　
　
鱒

（
文
責
　
瀧
澤
正
昭
）

「
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
」

雛
⑩
月
の
探
鳥
会

▼
日
　
鋳
　
⑳
月
2
6
臼
（
土
）

　
　
　
　
　
午
髄
9
時
～
U
時
3
0
分
ま
で

　
▼
場
　
斯
　
松
口
須
山
地
区
（
美
人
林
駐
車
場
集
合
）

　
▼
そ
の
他
　
小
雨
決
行
に
つ
き
雨
具
持
参
の
こ
と

、鱒灘鰯騰鰍騨輔麟寓謝綿蜘聯欄’㎜轍騨鵬

13



1
寸
の
①
1

醸押
拶

翻猛
“
”ず

慧

1㈹滅 16㈹ 霞碁教豊（中級）

2㈹
松中学習発表会・チャレンジ湯爲（工作）
囲碁教室く補級）・安蕩松之山分校文化祭～3βまで

17（β〉

3（β〉 18（月〉識1 護繋驚簾鰹驚難場）

4㈱ 19㈹ 三歳児健診（保健センター）

5㈹ 生け花教整 20（脚 朗読教室
エアoビクス

6㈱擬エア環ビクス 21（荊 湯鳥陶芸〈高齢者対策〉

ほのぼの教塞（保健センター〉

7㈲
湯鳥大学（終了式〉

ほのぼの教窯（保健センター〉 22㈹
8㈹ 23㈹
9dゆ

チャレンジ湯鳥（』工作〉・子供広場〈公民館麗放〉

新そば祭り（おふくろ館）～欝臼
24（縫〉滅 鷺翻肇闘館

10（日〉 松之由小綿0周隼記念文化祭
浦鐡小文化祭（さわらび祭り〉 25㈱

11㈱ 26㈹ 社交ダンス

12㈹款甕 綾鍍蟻禿働保健センター〉 27㈱ エアロビクス

13㈱
ニコニコ教窪（休養繕センター〉

エア鷺ビクス 28㈱ ほのぼの教室（保健センター一〉

14㈱ ほのぼの教塞（保健センター〉 29㈹ 心の根談会（保健センター）

15㈹ 30㈹滅

　　　　　　　　　－1納　　　　　　　　　い　　　　　　　　　髄　　　　　　　　　い　　　　　　　　w　　　　　　　納－　　　　　　　納　　　　　　w，　　　　　　w　　　　　帖　　　　　曜　　　　』酬　　　　嚇　　　　w■　　　嚇　　　輌　　　噛　　■M』　　鴨　　』舗『　　嚇　．w　■嚇　納帖嚇州－耐

　　　　■酬　　　　■髄　　　　酬　　　“｝　　一　　一　　～“、　戸｝…｝～州｝、｛

　　　　　　｛　　　　　輔吃　　　　　｛　　　　曲　　　　嚇　　　　、皿　　　鴨　　　F櫛　　　、．帥　　卜w　　μ｛圃　酬　一晒』　～嚇－騨r酬

族が参嬢蒙秘だ。家族が鷺人響お父さん、お母さ

んと2歳の、懸驚が松i之繊饗添一ムスティをするこ

老に隷珍豪鞍蓬。叢潔一購の家族は心がとても暖

　　　　　　　が《て、私だちに密分のことと

　　　　　　　謙鉱一燕の惹と懲欝海欝教えて

　　　　　　　く灘隷｛》灘。添一ムス勢イの家

　　　　　　　懸轍罪的に麿私癒サルサダンス

　　　　　　　を教えでもらっだη、圏のいろ

　　　　　　　輪ろな蓬産を馨毒秘てもらった二り

　　　　　　　穆て、藩臓一バの交億を少し分

　　　　　　　かるようにな疹ま鞍た。

　　　　　　　　この叢臼間の米灘フ牙一ラム

を通膨で、ホームスティの受け入れ家嫉や私にと

ってもい嶺経験が響きだと懇恥藻す。

　　　『躍　　　｝　　　｝　　嚇　　』納』　　噛　　戸　押　－　㎜　嚇い胴『

　　　　い　　　■　w　　　鎮　　　い　　』節　　『｝　　炉　帥　特
輔臼■髄州

　　　　　　発集の春越後妻奪が2002地球環境

　　　　　業米ヲ鋤一一ラム崔お灘語鞍ま魏だ。

　　　　　締6§滋國の糞縷館溺葛潟に趣璽耕欝

　　　　　岡緯鑑老移漢膨蓬。

懇磁羅警帰2灘認露霞の2曝聞鞭、

懸の霞漏ぽの獺澱麹癒穆叢捗懸．

松謎麟癒懸数家躾が鎌i鎌フ藩一う

滋総参撫膨、糞蕊館の太の添一ム

スう瞬老引巻愛駐羅薫灘ぽ滋瀧。

　私楼霜鉱一バの爽俊館の通訳撞

甕縫な翰襲鞍蓬。驚隷一バ蓋灘麸

拶勇は鍛変縷雑癒関係があ瞬叢ず

が、慧嬢ら盤鉱一バに講墾鑓C興味がおφだの鐙そ

の園の蒸礁套うの葱薬鞍み建醗憲恥ま鞍蓬。i穰期

のヲ滋ス溌1￥戴距の驚め灘訟一バの大痩館が婆家

慕

y4

　
各
チ
ー
ム
が
町
長
杯
を
め
ざ

し
、
2
臼
問
に
わ
た
り
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
す
。

▼
期
臼
　
1
0
月
絡
8
（
水
）

　
　
　
　
　
貿
臼
（
木
〉

▼
購
間
　
午
後
6
時
3
0
分
も

▼
場
駈
　
町
戻
体
育
館

特
産
品
の
販
売
や
試
食
コ
…

ナ
…
、
そ
し
て
、
跳
謡
や
舞
踏

発
表
。
　
書
道
や
絵
顧
、
写
真
、

生
け
花
、
陶
芸
な
ど
が
展
示
さ

れ
ま
す
。
ご
近
所
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
お
韻
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
期
β
　
鐙
月
27
日
（
田
）

　
＊
美
徳
展
は
2
6
段
よ
り
開
催

▼
時
闘
　
午
龍
9
時
～

▼
場
駈
　
休
養
村
セ
ン
タ
蓼

　
　
　
及
び
町
体
膏
館

【
う
た
ご
え
サ
嚢
ク
ル
】

▼
期
9
　
難
肩
7
臼
（
木
）

▼
時
間
　
午
後
7
時
～

▼
場
漸
　
休
養
村
セ
ン
タ
ー

【
町
長
講
話
。
修
了
式
】

大
学
生
の
皆
さ
ん
1
年
問
ご

著
労
様
で
し
た
。
町
長
よ
り
講

話
を
い
た
だ
き
、
学
習
の
総
ま

と
め
と
修
了
式
を
行
い
ま
す
。

▼
期
日
　
H
月
7
鶏
（
木
）

▼
時
間
午
繭
沁
時
～

　
　
　
　
　
午
後
王
時

▼
場
所
　
休
養
層
セ
ン
タ
峯

【
ネ
イ
チ
ャ
蓄
ク
ラ
フ
ト
】

自
然
の
素
材
を
生
か
し
て
リ

！
ス
作
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
り
ー
ス
を
節
る
木
の
実

や
リ
ボ
ン
な
ど
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
．

▼
期
田

▼
時
間

▼
会
場

U
月
2
田
（
土
）

午
鶴
想
時

　
～
午
前
捻
跨

休
養
村
セ
ン
タ
ー

【
べ
つ
こ
う
あ
め
を
作
ろ
う
】
．

蓄
な
つ
か
し
い
べ
っ
こ
う
あ

め
を
親
子
で
、
ま
た
友
だ
ち
ど

う
し
で
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
β
　
難
月
9
段
（
土
）

▼
時
間
午
渤
憩
時

　
　
　
　
～
午
箭
鴛
時

▼
会
場
　
休
養
村
セ
ン
タ
…

U
月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
室
は

「
ダ
ン
ボ
…
ル
で
遊
ぼ
う
漏
で

す
。
さ
て
、
ダ
ン
ボ
…
ル
で
ど

ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
な
。

▼
期
9
　
n
月
捻
日
（
水
）

▼
時
間
　
午
莇
9
時
～
U
時

▼
場
所
　
休
養
村
セ
ン
タ
ー

　
薙
月
第
2
土
曜
沼
を
子
ど
も

た
ち
の
た
め
の
遊
び
の
広
場
と

し
て
休
養
村
セ
ン
タ
ー
を
開

放
。

榊酬　　　欄桝蜘　　一　一　肌一一
躍贈廟　　画一脚

　
読
み
聞
か
せ
タ
イ
ム
や
ビ
デ

オ
上
映
、
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ナ
ー

な
ど
、

▼
期
葎
　
難
月
9
日
（
土
）

▼
時
間
　
午
蔚
9
時
～
午
後
4
時

▼
会
場
　
休
養
村
セ
ン
タ
i

謡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輯

ぎ
撃
さ
き
甕
葦
多

　　　き倣訟琵磁綴類
　　　き　　　幸

1皆さんからの難の多か註鋪
　1算の講警会を各園憩名の定輿で2園

1実施硫はす・ぜひこの機会醸

　　計算ソフトの使い方をマスターして

　　みませんか。

　　レ期　臼／①簾0月28臼（月）

　　　　　　　　　　　～3指（木）
1　　　　　②凄絹日鷺（月〉
i　　　　　　　　　　　～篠4日（木〉
…

iミ1劉鑛羅斜時30分
鋒＿＿＿庫＿＿＿＿＿＿＿＿一＿、＿

錨
　　　月からスター一トした休B公

　　　昆館闘放、r休段に麟書室が

利稽できて便利である。戸休臼の子

どもたちの遊び場ができた。まなど

の声をいただいておりますが、まだ

休9に中央公民館が開いているとい

うことを知らない人も……。

ぜひ是を運んでみてください。図書

室での読み聞かせに親子で参茄して

みてはいかがですか。

　また、この場を利罵して子どもた

ちに○○○を教えたいというボラン

ティアの方々も歓逓いたします。
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1
寸
の
①
1

醸押
拶

翻猛
“
”ず

慧

1㈹滅 16㈹ 霞碁教豊（中級）

2㈹
松中学習発表会・チャレンジ湯爲（工作）
囲碁教室く補級）・安蕩松之山分校文化祭～3βまで

17（β〉

3（β〉 18（月〉識1 護繋驚簾鰹驚難場）

4㈱ 19㈹ 三歳児健診（保健センター）

5㈹ 生け花教整 20（脚 朗読教室
エアoビクス

6㈱擬エア環ビクス 21（荊 湯鳥陶芸〈高齢者対策〉

ほのぼの教塞（保健センター〉

7㈲
湯鳥大学（終了式〉

ほのぼの教窯（保健センター〉 22㈹
8㈹ 23㈹
9dゆ

チャレンジ湯鳥（』工作〉・子供広場〈公民館麗放〉

新そば祭り（おふくろ館）～欝臼
24（縫〉滅 鷺翻肇闘館

10（日〉 松之由小綿0周隼記念文化祭
浦鐡小文化祭（さわらび祭り〉 25㈱

11㈱ 26㈹ 社交ダンス

12㈹款甕 綾鍍蟻禿働保健センター〉 27㈱ エアロビクス

13㈱
ニコニコ教窪（休養繕センター〉

エア鷺ビクス 28㈱ ほのぼの教室（保健センター一〉

14㈱ ほのぼの教塞（保健センター〉 29㈹ 心の根談会（保健センター）

15㈹ 30㈹滅

　　　　　　　　　－1納　　　　　　　　　い　　　　　　　　　髄　　　　　　　　　い　　　　　　　　w　　　　　　　納－　　　　　　　納　　　　　　w，　　　　　　w　　　　　帖　　　　　曜　　　　』酬　　　　嚇　　　　w■　　　嚇　　　輌　　　噛　　■M』　　鴨　　』舗『　　嚇　．w　■嚇　納帖嚇州－耐

　　　　■酬　　　　■髄　　　　酬　　　“｝　　一　　一　　～“、　戸｝…｝～州｝、｛

　　　　　　｛　　　　　輔吃　　　　　｛　　　　曲　　　　嚇　　　　、皿　　　鴨　　　F櫛　　　、．帥　　卜w　　μ｛圃　酬　一晒』　～嚇－騨r酬

族が参嬢蒙秘だ。家族が鷺人響お父さん、お母さ

んと2歳の、懸驚が松i之繊饗添一ムスティをするこ

老に隷珍豪鞍蓬。叢潔一購の家族は心がとても暖

　　　　　　　が《て、私だちに密分のことと

　　　　　　　謙鉱一燕の惹と懲欝海欝教えて

　　　　　　　く灘隷｛》灘。添一ムス勢イの家

　　　　　　　懸轍罪的に麿私癒サルサダンス

　　　　　　　を教えでもらっだη、圏のいろ

　　　　　　　輪ろな蓬産を馨毒秘てもらった二り

　　　　　　　穆て、藩臓一バの交億を少し分

　　　　　　　かるようにな疹ま鞍た。

　　　　　　　　この叢臼間の米灘フ牙一ラム

を通膨で、ホームスティの受け入れ家嫉や私にと

ってもい嶺経験が響きだと懇恥藻す。

　　　『躍　　　｝　　　｝　　嚇　　』納』　　噛　　戸　押　－　㎜　嚇い胴『

　　　　い　　　■　w　　　鎮　　　い　　』節　　『｝　　炉　帥　特
輔臼■髄州

　　　　　　発集の春越後妻奪が2002地球環境

　　　　　業米ヲ鋤一一ラム崔お灘語鞍ま魏だ。

　　　　　締6§滋國の糞縷館溺葛潟に趣璽耕欝

　　　　　岡緯鑑老移漢膨蓬。

懇磁羅警帰2灘認露霞の2曝聞鞭、

懸の霞漏ぽの獺澱麹癒穆叢捗懸．

松謎麟癒懸数家躾が鎌i鎌フ藩一う

滋総参撫膨、糞蕊館の太の添一ム

スう瞬老引巻愛駐羅薫灘ぽ滋瀧。

　私楼霜鉱一バの爽俊館の通訳撞

甕縫な翰襲鞍蓬。驚隷一バ蓋灘麸

拶勇は鍛変縷雑癒関係があ瞬叢ず

が、慧嬢ら盤鉱一バに講墾鑓C興味がおφだの鐙そ

の園の蒸礁套うの葱薬鞍み建醗憲恥ま鞍蓬。i穰期

のヲ滋ス溌1￥戴距の驚め灘訟一バの大痩館が婆家

慕
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各
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町
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め
ざ

し
、
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臼
問
に
わ
た
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熱
戦
を

繰
り
広
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ま
す
。

▼
期
臼
　
1
0
月
絡
8
（
水
）

　
　
　
　
　
貿
臼
（
木
〉

▼
購
間
　
午
後
6
時
3
0
分
も

▼
場
駈
　
町
戻
体
育
館

特
産
品
の
販
売
や
試
食
コ
…

ナ
…
、
そ
し
て
、
跳
謡
や
舞
踏

発
表
。
　
書
道
や
絵
顧
、
写
真
、

生
け
花
、
陶
芸
な
ど
が
展
示
さ

れ
ま
す
。
ご
近
所
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
お
韻
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
期
β
　
鐙
月
27
日
（
田
）

　
＊
美
徳
展
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2
6
段
よ
り
開
催

▼
時
闘
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9
時
～

▼
場
駈
　
休
養
村
セ
ン
タ
蓼

　
　
　
及
び
町
体
膏
館

【
う
た
ご
え
サ
嚢
ク
ル
】

▼
期
9
　
難
肩
7
臼
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木
）

▼
時
間
　
午
後
7
時
～

▼
場
漸
　
休
養
村
セ
ン
タ
ー

【
町
長
講
話
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修
了
式
】

大
学
生
の
皆
さ
ん
1
年
問
ご

著
労
様
で
し
た
。
町
長
よ
り
講

話
を
い
た
だ
き
、
学
習
の
総
ま

と
め
と
修
了
式
を
行
い
ま
す
。

▼
期
日
　
H
月
7
鶏
（
木
）

▼
時
間
午
繭
沁
時
～

　
　
　
　
　
午
後
王
時

▼
場
所
　
休
養
層
セ
ン
タ
峯

【
ネ
イ
チ
ャ
蓄
ク
ラ
フ
ト
】

自
然
の
素
材
を
生
か
し
て
リ

！
ス
作
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
り
ー
ス
を
節
る
木
の
実

や
リ
ボ
ン
な
ど
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
．

▼
期
田

▼
時
間

▼
会
場

U
月
2
田
（
土
）

午
鶴
想
時

　
～
午
前
捻
跨

休
養
村
セ
ン
タ
ー

【
べ
つ
こ
う
あ
め
を
作
ろ
う
】
．

蓄
な
つ
か
し
い
べ
っ
こ
う
あ

め
を
親
子
で
、
ま
た
友
だ
ち
ど

う
し
で
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
β
　
難
月
9
段
（
土
）

▼
時
間
午
渤
憩
時

　
　
　
　
～
午
箭
鴛
時

▼
会
場
　
休
養
村
セ
ン
タ
…

U
月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
室
は

「
ダ
ン
ボ
…
ル
で
遊
ぼ
う
漏
で

す
。
さ
て
、
ダ
ン
ボ
…
ル
で
ど

ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
な
。

▼
期
9
　
n
月
捻
日
（
水
）

▼
時
間
　
午
莇
9
時
～
U
時

▼
場
所
　
休
養
村
セ
ン
タ
ー

　
薙
月
第
2
土
曜
沼
を
子
ど
も

た
ち
の
た
め
の
遊
び
の
広
場
と

し
て
休
養
村
セ
ン
タ
ー
を
開

放
。

榊酬　　　欄桝蜘　　一　一　肌一一
躍贈廟　　画一脚

　
読
み
聞
か
せ
タ
イ
ム
や
ビ
デ

オ
上
映
、
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ナ
ー

な
ど
、

▼
期
葎
　
難
月
9
日
（
土
）

▼
時
間
　
午
蔚
9
時
～
午
後
4
時

▼
会
場
　
休
養
村
セ
ン
タ
i

謡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輯

ぎ
撃
さ
き
甕
葦
多

　　　き倣訟琵磁綴類
　　　き　　　幸

1皆さんからの難の多か註鋪
　1算の講警会を各園憩名の定輿で2園

1実施硫はす・ぜひこの機会醸

　　計算ソフトの使い方をマスターして

　　みませんか。

　　レ期　臼／①簾0月28臼（月）

　　　　　　　　　　　～3指（木）
1　　　　　②凄絹日鷺（月〉
i　　　　　　　　　　　～篠4日（木〉
…

iミ1劉鑛羅斜時30分
鋒＿＿＿庫＿＿＿＿＿＿＿＿一＿、＿

錨
　　　月からスター一トした休B公

　　　昆館闘放、r休段に麟書室が

利稽できて便利である。戸休臼の子

どもたちの遊び場ができた。まなど

の声をいただいておりますが、まだ

休9に中央公民館が開いているとい

うことを知らない人も……。

ぜひ是を運んでみてください。図書

室での読み聞かせに親子で参茄して

みてはいかがですか。

　また、この場を利罵して子どもた

ちに○○○を教えたいというボラン

ティアの方々も歓逓いたします。
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・無　　　　鱒購

曝

萎篇、

解

灘

麟蝿・，藤

趣苫毎

．・、謹鱗懸1繧．、懸嚢

鍵．，灘議翻．
　　　　　　ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

　　　　　　　　憐　へ　賦、f　，誘翼

欝灘灘灘雛灘難灘、懸　、．…繋　’灘鱒　塑
　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コアあ

譜曳

　ギ3奪難を還えた中寅賜地直接支払鵠度ま～各集落伽飾繰みを紹介～慧。3纂曇

一郵ゴ糞のこと、考えて磨ますか3～楼灘麦紛ゴミ事矯を紹弁～　》懸壌　　’』’欝

　r秋を楽しみましたカ、？誘　～いろいろなi秋が催されました顛　》P6・7

＿＿一r欝驚縁禽餅集落懇議会を麗催し窯す謙～ぜひご鋤鼠ださい～　騨8

　ギ妹養村センターにヱレベーター」唄渥のま震入餓で意ます～》Pn 蜘蜘幅悼

甲
　
＼
職
き
恕
き
鞍
畷

畷
籔
箏
蔵
篭
難
誌
髄
淘
騒
薄
幾
選
再
さ
黄
辱
蒲
漣
赫
建
灘
弔
沁
馨
q
竈
題
，
働
、
艶
題
蓑
X
8
犠
総
、
軌
、
題
蘇

嶺
識
＼
＼
蓮
邸
玲
鳶
海
輪
灘
蟄
鞠

おめでた（出生）

叉胤ちゃん　　憲賀宰夫・千恵子さん

　　　　　　　　　松之由（志賀屡）

おくやみ（死亡）

樋欝　ミセさん　8＄歳　古　戸』（㌢霧五郎）

紺磁　幸1蔵さん　77歳　蝉　野（編石屋〉

高橋久吉さん　59歳茨水鶴（角　跳）
江欝　タケさん　79歳　瞥　根（漉　麗〉

蕩澤携吉さん67歳松之由（南　照）
保坂　フジさん　92歳　松之出（一の家〉

＊9月蝦から9月30賃までの層繊分です。

＊広報に載せてほしくない方は、届繊の時

紅窓獄にお謡ください．

　　　　　　　9月30臼現樫
総入口　3，ま07人（一4〉

　男1，506人（±0）

　女　工，6磁人（一4〉

鍵帯数　王，憩4潭（一2）

　　　（）内は餉月との比較

　町民憲章　昭鱗7縢
　わたしたちは松之山町民です。郷土を愛し、

　みんなでよりよい驚づくりをしよう。

晦畏の奮雷葉

　ま、美しい緑と蟹の中で
　　　　　心豊かな人になろう
工、ブナの精が触れ合うように

　　　　　連体の心をもとう
歓湧きいづる湯泉のように
　　　　　翻造のカを蔑めよう

温泉定僚田

温烈2ン9－1翠の潟

書0自 30・24115・33

”臼 霊4・28　1　35

※翠の濡は栓月襟8（9）まで蛍業し濠す。

働妙緩謙2翻羨館
　　　　　　　　　　　　訟灘総檬灘藩蓉灘叢縷

縛
　
　
、
ノ
～
、
君
　
　
挙
雛

、
響
　
欝
ヤ

竃
，
－

鯨
撚

類

わたしご2うき（れむゆうた（れガ

εれぽ¢朽つこ、穴痩ωσ）窃水乞

σ）れご窃花ちρこひるご3ろ。

わたなべあやさん
　（東山・谷）

　　　　　　　　ミヤミ
軸

霜
驚
餐
鎚

ぽ（ご蕊かあεれごじゅれじが、イ事づ（め

手…∋二）し一トち霞ひ¢霧（ご2ろ、

　
町
樫
宅
編
祉
に
活
胴
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
．

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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成
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年
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月
3
0
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蟄
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，
　
　
　
〕
’

　
　
　
　
　
．
焦
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東
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樋
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ヨ
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金
　
三
万
円

　
町
社
会
幅
枇
協
議
会
に
欝
付

を
い
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だ
き
ま
し
た
．

懇
ホ
ど
轟
び
・
、

　
棄
川
・
よ
州
麗
さ
ん
の
畑
か
ら

変
わ
っ
た
形
の
ト
マ
ト
が
鰯
け
ら

れ
ま
し
た
。
ふ
と
患
い
つ
い
て
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顔
に
し
て
み
ま
し
た
。

轟
の
大
き
な
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
つ

も
り
で
す
が
、
皆
さ
ん
に
は
ど
う

見
え
ま
す
か
？

★話顯ち窃繕ぢしこいま窃。
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